１　人はだれでも，幸福の種を持っている　（１－(3)　自主・自律）
主題のねらい
　自らの可能性を信じ，自律の精神をもって主体的に自己の人生を切り拓こうとする意欲を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1)「人間として生きる」とは，どのようなことか考え   ＊生きるということを，生き方の問題として

　る。                                              　考えるように促す。

　○「人間にとって『生きる』とは単に『存在する』こ  
　　 eq \o\ad(とではなく『よく存在する』ことを意味する」と,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　 

　　は，どのような意味か考えてみよう。
(2) 資料『人はだれも，幸福の種を持っている』を読ん  ＊資料は教師が範読する。

　で話し合う。

　①「現代は，逃げることを許す社会」とは，どのよう  ＊「別にできなくてもいいんだよ……」は，

　　な意味だろう。　　　　　　　　<考えてみよう①>  　本来どのようなときに使われるべき言葉か

　・甘い社会                                        　に気づかせたい。（精一杯努力することの

　・できないことを無理にやらそうとはしない          　たいせつさに気づかせたい。）

　　（自分らしく生きればいい）

　・やりもしない前からできないとあきらめる

　②「生きることは取り替えっこ」といっているが，    ＊「取り替えっこ」の結果として失ったもの

　「取り替え」ているものについて話し合ってみよう。  　について，その意義や価値を考えさせるよ

                         　　　　　　　　　　 <②>  　うにしたい。

　・できないことがあると無理にやろうとしないこと
　・どうせできないとあきらめること
　・道端に座り込んでいる姿

　　＜失ったもの＞                                  ＊努力と幸福については，努力をすれば幸福

　・とにかく必死でやってみること                    　になるという因果関係だけではなく，努力

　・努力すること                                    　そのものの中に幸福が内包されるという関

　・人間としての幸福                                　係があることを理解させたい。

　・幸福の種

　③「幸福の種」とは，どのようなものだろう。　<③>  ＊本文中の言葉を手がかりにして，自分の問

　・すべての人間に必ずあるもの                      　 eq \o\ad(題として考えるようにさせたい。できれ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・才能（自分で見つけて活かすもの）                　ば，自分自身の言葉で表現できるようにさ

　・あきらめてしまえば，決して得られないもの        　せる。


(3) 各自の「幸福の種」を短い言葉で表現し，ワークシ  ＊ワークシートを用意し，生徒各自が自己の

　ートに書いてみよう。　　　　　　　　　　　　<④>  　内面と対話し，自分の「幸福の種」を追究

                                                    　できるようにする。

                                                    ＊生徒の純真な思いをたいせつにし，励ます

                                                    　ように心がけたい。

２　夜のくだもの屋　（２－(2)　温かい心）
主題のねらい
　自らの生活が，人々の温かい心に支えられていることに気づき，だれに対しても思いやりの心をもって接しようとする態度を養う。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) さりげなく親切にされた経験を交流する 。         ＊だれにでも経験があるものと考えられる。

  ○さりげなく親切にされたことはありますか。        　生徒から２，３の例を引き出し，発表させ

                                                    　るようにする。

(2) 資料『夜のくだもの屋』を読んで話し合う。        ＊資料は教師が範読する。

　①少女は帰り道，どうして歌いながら歩いていたのだ  ＊暗い夜道を歩く少女の心細さや不安を共感

　　ろう。                                          　的に押さえるようにする。

　・コンクールが近く，練習ができていなかったから。

　・その歌が好きだったし，口癖のようになっていたか

　　ら。

　・帰りが遅く，道が暗くて，心ぼそかったから。

　②くだもの屋のあかりは，少女の目にどのように映っ  ＊暗い帰り道の，くだもの屋さんのオレンジ

　　たのだろう。                                    　色のあかりの温かさについて考えさせる。

　・何とも言えない温かさを感じさせる。

　・あかりのおかげで，わけもなく心が落ち着く。

　・心がなごみ，励まされるような気持ちになる。

　③父親はどんな思いで「りんごでも買っていくか。」  ＊父親の思いが娘にも伝わっていることに気

　　と言ったのだろう。　　　　　　<考えてみよう①>  　づかせる。

　・娘を守ってくれたくだもの屋さんのあかりへのお

　　礼。

　④「少女は，ふたたび，声もなかった。」とあるが，  ＊くだもの屋さん夫婦の温かい思いやりに気

　　それはなぜだろう。        　　　　　　　　<②>  　づいた少女の気持ちに迫るようにしたい。

　・店のあかりは，くだもの屋さん夫婦が自分のために

　　つけてくれていたことに気づいたから。

　・歌まで覚えてくれるほど，自分のことを思いやって

　　くれていたことがわかったから。

　⑤少女が病院でする「みやげ話」を作って紹介し合っ  ＊感謝する少女の気持ちが，病院にいる友達

　　てみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　に対する新たなあかりになっていることに

                                                    　も気づかせたい。

(3)さりげない親切や思いやりの気持ちで人に接した経   ＊少女の心の広がりを共有して，自己の経験

　験を振り返る。            　　　　　　　　　　　　　を振り返るようにする。

　○さりげなく親切にされた経験や，思いやりの気持ち
　　で人に接した経験を振り返って，どんな気持ちにな
　　ったか考えてみよう。
３　イチロー選手の当たり前　（１－(2)　強い意志）
主題のねらい
　困難に屈しないで目標に向かって着実にやり抜く意欲を高める。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) メジャーリーガーのイチロー選手について知ってい  ＊野球にあまり興味がない生徒もいるので，

　ることを出し合う。                                　写真等を使い，彼の持つタイトルや記録な

　○大リーグのイチロー選手は，どんな選手か。        　 eq \o\ad(どイチロー選手についての説明をしてお,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・練習熱心，安打数の記録保持者，など              　く。野球の好きな生徒に説明を任せたりし

                                                    　てもよい。

(2)  eq \o\ad(資料『イチロー選手の当たり前』を読んで話し合,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊資料は教師が範読する。

　う。

　①イチロー選手の「準備」はどんなものだろう。      ＊常に準備を怠らないイチロー選手の姿をつ

　・休みの日でもトレーニング                        　かませる。

　・いつもストレッチやバットを握っている

　②「いつでも準備ＯＫ」といえる状態でいるために，  ＊後悔したくないという気持ちだけでなく，

　　イチロー選手は，どんな気持ちを持ち続けているの  　自分の責任を果たすことやもっと記録を伸

　　だろう。　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　ばしたいという強い気持ちがその裏にある

　・準備不足で後悔したくないという気持ち。          　ことも押さえておく。

　・自分に言い訳したくない。

　・もっと上手くなりたい。

　③自分の自由にまかされた時，たいせつにしなければ  ＊イチロー選手の資料からだけでなく，楽な

　　ならないことは，どんなことだろう。　　　　<②>  　ほうに流されずにがんばるための「たいせ

　・失敗も成功も自分しだいなので，責任感            　つ」なものとは何かを考えさせる。

　・自分のやる気と強い意志

　④各自，自分にとっての「当たり前」について考えて  ＊自分にとって，そうするのが「当たり前」

　　みよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　だが，それを普通に実行するのが難しいこ

　・部活動の練習，自宅での自己練習など              　とを出し合い，継続できていることには賞

　・単語の暗記など日頃の学習                        　賛をし，やっていてよかった経験や持続す

　・あいさつ，家の手伝いなど                        　る秘訣なども交流できればよい。

(3) 教師の説話を聞く。                              ＊教師の経験談，成功例や失敗例を話し，生

                                                    　徒の「やる気」を引き出す。

４　ニッポンに知ってほしい「美しき日本」　（４－(9)　日本人としての自覚）
主題のねらい
　日本人としての自覚をもって，優れた伝統を継承し，新しい文化を創造していこうとする心情を培う。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 外国の人は日本のどんなところに魅力を感じている  ＊ eq \o\ad(機械化・情報化に関するものや高速道路,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　のだろうか話し合ってみよう。                      　網，高層ビルなどに関する発言が多いと思

　・優れた電化製品や自動車                          　われるが，日本の食文化（寿司など）にも

　・経済の発達                                      　関心が示されるのは，国際化の進展による

　・京都や奈良の昔からの風景や文化                  　もの。

(2) 資料『ニッポンに知ってほしい「美しき日本」』を  ＊アメリカ社会にないものに対する興味がき

　読んで話し合う。                                  　っかけだと思われるが，表面的な理解にと

　①ジニーさんは，日本のどんなところに魅力を感じた  　どまらず，日本社会の持ついろいろな「よ

　　のだろう。　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　さ」（あいさつなどの精神文化）に気づい

　・自然の美しさや文化・伝統                        　ている点をおさえたい。

  ・神社やお寺や庭園の美しさ。                      　　人と人とを結びつける人情の温かさが，

　・着物も大好きだった。                            　ジニーさんの異国における生活を支えてい

　・伝統や習慣にこめられた人々の温かい気持ち        　るのである。

　②日本のあいさつのよさはどこにあるのだろう。      ＊「あいさつ」の意義について考える機会と

  ・相手を思いやる気持ちのあらわれ                  　することもできる。

  ・人と人とをつなぐもの

　・話を始めるきっかけ，親しくなれる糸口
　③「ニッポン人には日本が足りない」とは，どのよう  ＊「ニッポン」という表現と「日本」という

　　な意味があるのだろう。                    <②>  　表現の使い分けにこめられた意味をおさえ

  ・日本の伝統や習慣のよさを知らない。　　　　　　　　ることも，ねらいに近づく eq \o(\s\up 8(みち),途)と考えられる。
　・伝統や文化から日本の歴史を知ろうとしない。      ＊外来の文物を単純に拒否しようということ

　・いい伝統や習慣を守って生きようとしていない。    　ではない。

　・外国のものばかりがいいものと思っている。        ＊伝統的な文化や習慣を守るだけでなく，発

　④「足元をしっかりしないと真のインターナショナリ  　展させることで世界に寄与することができ

　　ズムとはいえない」とは，どのようなことだろう。  　る点もおさえたい。

　・自分の国のことを他の国のよさも分からない，とい  　

　　うことだろう。

　・外国で日本文化のことを聞かれて説明できず恥ずか

　　しい思いをした，という話を聞いたことがある。

(3) 各自が，日本の文化や伝統で魅力があると思うとこ  ＊伝統・習慣・行事などを守り発展させよう

　ろについて話し合ってみよう。  　　　　　　　<③>　　という取り組みにも目を向けられるように

　・茶道や華道は形が整って美しい。                  　したい。

  ・民謡は聴いていて心に響くものがある。            ＊地域の神社の祭礼のために地域の人々が協

　・季節の変化が豊かだ。                            　力して準備していることなどを知らせ，ま

　・季節の変化をたいせつにした行事や伝統がある。　　　とめとすることもできる。

５　木組みは人組み　（４－(4)　集団生活の向上）
主題のねらい
　自己の属する集団の意義を理解し，自己の特性や自己の能力を集団に生かそうとする意欲を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 集団の一員として，集団の向上や発展に貢献できた

　と思う経験について話し合う。

　○集団の一員として，集団に貢献できてうれしかった  ＊生徒たちの具体的な集団生活の経験を発表

　　ことはないか。                                  　させてみるのがよい。

　・野球クラブで，一生懸命練習したかいがあって，チ  ＊一人一人が集団に貢献したことによって，

　　ームのピンチを救うことができた。                　集団が成果を上げたことに気づかせる。

　・力を合わせて作ったので，新聞コンクールで入賞で

　　きた。

(2) 資料『木組みは人組み』を読んで話し合う。

　①薬師寺の東塔が，今なお調和のとれた美しさと安定  ＊棟梁のもと，一人一人の大工さんたちが心

　　感を保っているのはどうしてだろう。              　を一つにして建築に専念したことや，徹底

     　　　　　　　　　　　　　　 <考えてみよう①>  　的に木のくせを見ぬき，木のくせを生かし

　・大工さんたちの情熱と気概が，すばらしい建築のく  　て木組みをしていったことについて考えさ

　　ふうを生み出した。                              　せる。

  ・大工さんたちの心が通じ合っていた。

　・木のくせを見ぬき，くせを十分に生かした。

　②いろいろな集団の中で，今までどのような生き方を  ＊自分勝手な行動や，集団に追従していた経

　　してきたかについて話し合ってみよう。　　  <②>  　験の多かったことを思い出させ，そのよう

　・自己主張ばかりして，自分勝手なふるまいをした。  　なときの集団はどうだったかについて考え

　・集団のなすままに追従していた。                  　させる。

　③「木のくせ組みは人組み」の意味を考え，集団の一  ＊集団の目標に照らして，一人一人が自分の

　　員としての生き方について考えてみよう。　　<③>  　持ち味を積極的に生かし，かつ構成員どう

　・一人一人ちがった人間が集まったのが集団である。  　しの調和を保っていくことによって，人間

　　したがって，勝手なふるまいをしては，集団が成り  　の成長が期待できる集団が生まれるもので

　　立たない。                                      　あることに気づかせる。

　・集団の一員はみんないいところを持っている。その

　　いいところを思いきり発揮しよう。

(3) まとまった集団について話し合う。

　○まとまった集団とばらばらな集団とは，どこがどう  ＊集団の目標に向かって，集団の構成員一人

　　ちがうのか考えてみよう。　　　　　　　　　<④>  　一人が，自己の特性や能力を最大限に発揮

　・いい集団とは，リーダーのもとで，一人一人が特性  　してこそ，まとまったよい集団ができるこ

　　や能力を発揮できる集団だ。                      　とを考えさせる。

(4) 集団づくりについて考えをまとめてみよう。        ＊集団の意義や目的を自覚させたい。

６　うろうろ舟　（３－(3)　生きる喜び）
主題のねらい
　職業に対する正しい理解を深め，心から満足できる生きがいを求めようとする心情を育てる。

展 開 例
　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 資料『うろうろ舟』を読んで，感想を出し合う。

　○源三について，どう思うか。                      ＊源三の心の動きや生き方を中心に，自由に

　・孫次郎と出会ったとき，源三は逃げ出したかっただ  　感想を発表させながら，本時の主題のねら

　　ろう。                                          　いに焦点化させていきたい。

  ・孫次郎の誘いをきっぱりと断った源三はりっぱだ。

　・心が乱れていても，妻に八つ当たりしてはだめだ。

(2) それぞれの場面での源三の気持ちを話し合う。

　①「お武家さん，人ちがいでさ。」と言ったときの源  ＊ほおかむりをしたり，「人ちがいでさ。」

　　三の気持ちを考えてみよう。 　 <考えてみよう①>  　と答え，現在の自分の姿をさげすむ源三の

　・船商いをしているみじめな姿を見られたくない。    　心の中には，武家の暮らしへの未練や，船

　・武士の生活に戻りたい。                          　商いに対する偏見，といった弱さや醜さが

　・やっぱり武士の生活がうらやましい。              　あったことを押さえる。

　②家にもどってまで，妻に八つ当たりしている源三の  ＊武士の暮らしと船商いの暮らしとの間で揺

　　気持ちを考えてみよう。　　　　　　　　　　<②>  　れ動く源三の気持ちに共感させる。特に，

　・どうして自分は，しんどい船商いをしなければなら  　この迷いが，翌日の武士との争いの中で，

　　ないんだ。武士の生活に戻りたい。                　自分の弱さや醜さに気づくに至ったことも

  ・こんなことに迷う自分が歯がゆいし，みじめだ。    　押さえたい。

　・妻に八つ当たりをしても，どうにもならない。

　③二人の武家をこらしめたとき，源三はどんなことを  ＊源三が，自分自身の弱さや醜さを克服でき

　　考え，何をつかんだのだろうか。　　　　　　<③>  　たのは，家族の協力や，周りからの評価に

　・武士の醜い一面に，昔の自分の姿を見て，情けなく  　支えられた船商いを，りっぱな仕事と意識

　　みじめに思った。                                　できた点にある。また，武士の醜さや自分

　・自分には，家族とともに働く船商いの仕事がある。  　の弱さに気づき，船商いを選んだ源三の態

　・船商いの仕事は決してはずかしいものではない。    　度は，身分制度や身分社会への果敢な挑戦

(3) 源三の姿をまぶしく感じた孫次郎の気持ちについて  　でもある。

　話し合う。

　○なぜ孫次郎は源三がまぶしく見えたのだろう。      ＊孫次郎の心情を通すことによって，生徒自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<④>  　身に，源三のとった態度を客観的にとらえ

　・源三は，自分の生きがいを持って，生きている。    　させたい。

　・身分のことだけを考えていた自分だった。

　・自分は心から満足して生きているのだろうか。


(4) 「生きる喜び」について話し合う。                ＊自分の進路を，真の生きがいや幸福を求め

　○真の生きがいや幸福を求める生き方とは，どんな生  　ようとする方向で考えようとしているかど

　　き方だろうか。                                  　うか，振り返らせたい。

７　あいさつ　（２－(1)　礼　儀）
主題のねらい
　礼儀の意義を理解し，時と場に応じて適切な言動がとれるような生活習慣を身につける態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 日ごろ，あいさつが適切にできているか発表する。  ＊日常の生活を振り返り，問題意識の方向づ

　○人と出会ったとき，あいさつができているか。      　けができる程度にし，あいさつの不十分さ

　・照れくさいからあまりしない，軽くすませる。      　を鋭く指摘して反省を強いることのないよ

　・小学校のときほどしっかりしなくなった。          　うにしたい。

(2) 資料『あいさつ』を読んで話し合う。              ＊生徒たちは，温かい応対を受けられず，不

　①軽井沢の郵便局員の応対に，作者がとまどったのは  　快な思いをした経験を持っている。それと

　　どうしてだろうか。　　　 　 　<考えてみよう①>  　 eq \o\ad(対比して作者のとまどいについて考えさ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・作者の身になって応対してくれたから。            　せ，適切な応対の効用に気づかせたい。フ

　・郵便局の窓口で，こんなに親切にされたのは初めて  　リーウエーでの経験なども話し合いの中で

　　だったから。                                    　活用できる。

　②日本人は，エレベーターに乗っても，だまったまま  ＊他者への配慮・思いやりなしに行動するこ

　　で会釈もしないのはどうしてだろう。　　　　<②>  　とが社会的に慣習化していることも多い。

　・そんなものだと思っている。                      　改めて考え直すことも必要である。適切な

　・他の人のことを考えていない。自己中心的だ。      　礼儀をとれない原因が，照れ・恥ずかしさ

　・感謝の気持ちはあっても，照れくさいし，はずかし  　にあることをはっきりと押さえたい。

　　いからやめてしまう。                            ＊時・場にふさわしいあいさつ（礼儀）が，

　③作者は，エレベーターで見たアメリカの青年につい  　自然にかわされている例を生徒の経験から

　　て，どのように感じているのだろう。　　　　<③>  　発表させてみてもよい。

　・社交的で明るい性格がうらやましい。

　・自分の気持ちを素直に表現することが身についてい

　　る。日本人は，こんなに自然にはできない。

　④茶道の作法の精神について考えてみよう。　　<④>  ＊茶道の基本的な作法について，適宜説明を

　・いろいろ細かい作法のしきたりがあるらしい。      　加えて，親しみの持てるようにしたい。と

　・作法よりも，そのもとになっている心（気持ち）が  　もに茶を喫飲する共同・連帯の場であり，

　　たいせつらしい。                                　お互いの相手に対する敬意・配慮がその精

　・作法は，同席した人たちへの敬意（心）のあらわれ  　神であることを押さえたい。

　　（表現）だと言っている。

　・同席した人に自分の心が伝わるよう，決められた作

　　法に従うようだ。

(3) あいさつ（礼儀）の必要性について話し合う。      ＊礼儀は社会生活･人間関係の潤滑油であり,

　・礼儀は人と人との心を結び付けるもの。            　あいさつはその基本である。さりげなく，

　・心があっても，相手にわかるような礼儀作法で示さ  　さわやかなあいさつができるように指導し

　　ないと，心が伝わらない。                        　たい。ただし，形だけの虚礼もあることを

　・自然に表現できるようになりたい。                　考えておきたい。

８　スダチの苗木　（４－(6)　家族愛）
主題のねらい
　家族（父母）への感謝と敬愛の念を深め，家族の一員としての自覚をもって生きようとする心情を養　う。

展 開 例

   学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）             指 導 上 の 留 意 点
(1) 「家族」についてのイメージを交流する。          ＊事前アンケートなどで，「家族をどう思っ

　○「家族」という言葉から思い浮かぶことを出し合っ    ているか」「家族の中で自分はどんな存在

　てみよう。                                          か」「自分の築きたい家庭とは」などを書

　・温かさ，団らん，など                              かせ，紹介してもよい。

　・核家族，うるさい，など

(2) 資料『スダチの苗木』を読んで話し合う。          ＊資料は教師が範読し，登場人物，あらすじ

                                                    　など，わかりにくければ整理する。

　①苗木を植える父の姿をだれにも言うまいと誓ったの  ＊肉体労働者への社会的な差別意識にこだわ

　　はどうしてだろう。　　　　　　<考えてみよう①>    る「わたし」の姿をつかませる。さらにそ

　・父の行動が，はずかしかったから。                  の差別意識が筆者自身を苦しめ，生き方も

　・尊敬はしていたが，父の仕事に対して偏見をもって    歪めていることにも留意する。

　　いたから。

　②父の入院中の父母の生き方を知ったとき，「わたし  ＊父母への感謝の気持ちだけでなく，父母の

　　の心は激しくふるえた。」とあるが，それはなぜだ    深い愛情やそれまでの自分の生き方，考え

　　ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>    方への反省の気持ちなど重層的・立体的に

　・子どものために無理をして働いてくれた父母の気持    とらえるようにさせる。

　　ちがありがたかったから。

　・子どもに心配をかけないようにという心遣いがわか

　　ったから。

　・そんな両親の思いに気づかず，父の仕事をはずかし

　　がっていた自分が情けなかったから。

　③「わたし」にとっての「スダチの苗木」のように，  ＊身近な例をあげるなどして，よく時間をと

　　父母の愛情の深さ，大きさに気づかせたものはない    りじっくり振り返らせたい。そのまま発表

　　だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　<③>    しあうことに抵抗がある場合は，プリント

　・病気の時，看病をしてくれた。                      などに書かせ，学級通信等で交流する。

　・毎日作ってくれる弁当

　・誕生日の贈り物　など

(3) 教師の説話を聞く。                              ＊できれば，教師自身の「スダチの苗木」に
     　                                               ついて語る。そのときの親に対する反発や
                            　                        後悔の念もおりまぜると共感が増す。
９　マザー＝テレサの心　（２－(2)　人間愛）
主題のねらい
　自己の幸福とともに，周囲の人々の幸福を願い，温かい心をもち，人に接していく態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 病気や貧しさのために苦しんでいる人を見たり，聞

　いたりしたときの気持ちを話し合う。

　○病人や貧しい人に会ったとき，その苦しみを見て，  ＊単なる表面的な同情だけの発言が多いと思

　　どう思ったか。                                  　うが，それはそれとして受けとめて，自由

　・かわいそうだな。                                　に気持ちを発表させるようにする。

　・なんとかしてあげたいな。

　・どうしてあんなになったのかな。

(2) 資料『マザー＝テレサの心』を読んで話し合う。

　①山谷やあいりん地区を見たマザー＝テレサのいちば  ＊病人や貧しい人々を見捨てている日本人の

　　んおどろいたことは，なんだったのだろう。        　心の冷たさや，物質的な面で恵まれている

　　　　　　　　　　　　　　　 　 <考えてみよう①>  　にもかかわらず，厳然として存在する日本

　・病人や貧しい人たちに何一つ手をかそうとしない心  　人の心の貧しさへの驚きを，自分自身の平

　　の冷たさ。                                      　素のものの考え方・態度と対照させながら

　②山谷やあいりん地区を見たマザー＝テレサの，最も  　考えさせたい。

　　うったえたかったことはなんだったのだろう。<②>
　・貧しくても，だれかの父，だれかの夫，だれかの兄  ＊人間の価値について論議を深めさせ，テレ

　　弟であって，人間としてすべて価値のある存在では  　サの訴えたい内容について考えさせていき

　　ないか｡                                        　 たい。

　・人々はどうして病人や貧しい人々に語りかけ，立ち  ＊単に訴えるにとどまらず，行動的であるテ

　　上がらせようとしないのか。                      　レサにふれさせていきたい。

　③山谷やあいりん地区の人に，ほかの人々が愛の手を  ＊心の底に，自分さえよければいいという利

　　さしのべようとしないのはどうしてだろう。　<③>  　己的な心が作用していることを，自分との

　・心の中に，自分さえよければいいという気持ちがあ  　かかわりの中で見つめさせたい。

　　るからだ。                                      ＊人生の幸福とは，自他相互の幸福の追求に

　・みんなの心が冷たく，かかわりたくないと思ってい  　あることについても考えさせたい。

　　るからだ。                                      ＊「痛みある愛」という含蓄のある言葉につ

(3) マザー＝テレサの実践がわたしたちに教えているこ  　いて，掘り下げて考えさせてみたい。

　とについてまとめ，今できること，しなければならな  ＊「痛みある愛」を実践していくためにはど

　いことについて話し合ってみよう。　　　　　　<④>  　うすればよいのか考えさせる。

　・貧しい人々の痛みを感じ，その痛みを分かち合う愛

　　の実践こそたいせつである。

(4) 平素の生活態度を発表し，「痛みある愛」の実践に  ＊テレサの実践と自分たちの態度を比較させ

　ついて話し合う。                                  　ながら，努力すべき点について話し合わせ

 　○自由に経験を発表してみよう。                   　る。

10　あなたの愛校心に握手　（４－(7)　愛校心）
主題のねらい
　利己的な考えにとらわれず，互いに協力し合って，よりよい校風を樹立しようとする心情を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 学級や学校のために尽くした経験を話し合う。

　○学級や学校のために，少しでも役立つことをした思  ＊この発問は，自慢めいた話になりがちで，

　　い出はないか。                                  　照れて発言しにくい思いを抱かせがちであ

　・サッカー部の伝統をついで，先輩たちに恥じない努  　る。率直な話し合いにするためには，周到

　　力をしている。                                  　な教師の助言が必要である。

　・本校の生徒として，言動や服装に注意している。

(2) 資料『あなたの愛校心に握手』を読んで話し合う。

　①ジョージ先生の口ぐせになっている言葉には，どん  ＊ジョージ先生は，日本の生徒はまじめに勉

　　な願いがこめられているだろうか。                　強はするが，自己中心的で，公共への奉仕

　　　　　　　　　　　　　　 　　 <考えてみよう①>  　の気持ちの薄いことを痛切に感じたにちが

　・自分本位の考えを捨て，もっと社会のために役立つ  　いない。ジョージ先生の口をかりての日本

　　人間になれ。                                    　の中学生への警告である。

　・自分の長所を見つけてのばせ。

　②体育祭実行委員に選出された「ぼく」の気持ちを考  ＊委員の選出をめぐって，みんながやっかい

　　えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　な仕事は引き受けたくないという，利己的

　・なんという選び方だ。みんなは無責任だ。          　な態度が見える。級友の無責任さを責める

　・辞退したいが，うまい理由が見つからない。         「ぼく」も同じ態度だ。

　・ジョージ先生の話は，ぼくを励ましているのだ。

　③実行委員長になって「ぼく」はどのように変わった  ＊「ぼく」は根本においては，誠実な責任感

　　だろうか。                        　　　　<③>  　の強い生徒である。委員長という重責を担

　・体育祭の準備で，毎日くたくたになるまで働く。    　って，利己的な殻を打破して，体育祭の実

　・夜は早く眠り，朝に勉強するくせがついた。        　 eq \o\ad(現に努力する。委員たちもそれに協力す,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・やればできるという自信がついた。                　る。委員長になって脱皮し，成長する心境

　・自己中心でなく，上級生としての自覚を持った。    　に共感させたい。

(3)  eq \o\ad(自分たちの学校のよい伝統や校風について話し合,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) ＊どの中学校においても，それぞれによき伝

　う。                                              　統や校風ができているであろう。自校のよ

　・スポーツがさかんで，サッカーやバレーボールなど  　き伝統とともに，反省すべき点もあわせて

　　全市大会で何回か優勝している。                  　考えさせる。

　・清掃作業にまじめに取り組んでいること。

　・服装やあいさつなど，中学生らしくてよい。

(4) よい校風を受けつぎ発展させるためには，どんな心  ＊各自が前向きの姿勢で，さらに伸ばすべき

　がまえが必要だろうか。　　　　　　　　　　　<④>  　 eq \o\ad(点，改めるべき点を話し合わせる。卒業,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・自分中心の考えを捨てること。                    　後，誇らかに母校を語れるように，できる

　・各自が自分の役割を考え，責任を果たすこと。      　だけ具体的な発言をさせる。

11　山岳写真家の苦労　（１－(2)　強い意志）
主題のねらい
　より高い目標を目ざし，希望と勇気を持って，着実にやり抜く強い意志を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 職業（仕事）について，自由に話し合う。          ＊現代の家庭では，職場と住居の離れている

　○職業（仕事）という言葉から何を考えるか。        　ことがふつうで，生徒は父母の働く姿が見

　・お金をもうける。                                　えにくくなっている。

　・社会の役に立つ。                                ＊人間の社会が，一人一人の仕事の分業で，

　・自分の能力や趣味を生かす。                      　助け合って成り立っていることを理解させ

　・働くことを通じての喜び（苦労）を知る。          　る。

(2) 資料『山岳写真家の苦労』を読んで話し合う。

　①山岳写真家の仕事とその条件には，どんなことがあ  ＊山岳写真家という職業についてのイメージ

　　るだろうか。　　　　　　　  　<考えてみよう①>  　を深めさせる。

　・一般登山者よりもさらに高度な登山家でなければな  ＊新しい分野に挑戦するすばらしさを感じ取

　　らない。                                        　らせるとよい。

　・厳冬期の3000ｍ峰に自力で登りうること。

　・４，５級以上の岩壁を登る技術を持つこと。

　② eq \o\ad(山岳写真家の苦心には，どんなことがあるだろう,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊たいへんな分量の資格・知識・技術・精神

　　か。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 <②>  　力が必要な仕事であるということをわから

　・必要な資格，山や登山に関するすべての事柄につい  　せる。

　　ての知識と技術を習得すること。                  ＊一般の人々の生活ともかけ離れていること

　・登山には常に危険がつきまとうこと。              　に気づかせる。

　・見る人に理解されにくい。

　・山でのチャンスの少なさ。

　③山岳写真家として「道をきわめる」とは，どんなこ  ＊現実の厳しさに負けることなく，常に希望

　　とだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　を持って，自己の最善をつくし，着実に一

　・より高度な作品を目ざして,知識や技術を常にみが   　歩一歩前進することのたいせつさに気づか

　　く｡                                            　 せたい。

　・自ら生きる目標を求め，一歩一歩前進する。

　④山岳写真家にならないとしても，作者の生き方から  ＊作者は「自分にあまい」ことを認識したう

　　何を学ぶことができるだろうか。　　　　　　<④>  　えで，さらに厳しい条件を課していること

　・強い心                                          　を理解させる。（厳しさ＝生きがい）

　・独立の精神

　・克己心と不動心

　・自立の精神

(3) 教師の体験談を聞く。                            ＊具体的に教師となった動機，今までに苦し

                                                    　かったことや楽しかったことなどを語る。

                                                    （他の人の例でもよい。）

12　震災後のある社説　（３－(1)　生命の尊重）
主題のねらい
　自然に対する畏怖の念をもたせるとともに，生命の尊さを理解して自他のかけがえのない生命を尊重する態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 資料を読む前に，阪神・淡路大震災について，テレ

　ビ・新聞などで知り得たことを発表する。

　・阪神高速道路の倒壊など，物理的な破壊のすさまじ  ＊建造物の損壊などの例で人間の力を超えた

　　さ。                                            　ものに対する畏怖の念を深めることにもふ

　・救援物資の不足。（おにぎりの配給，給水車に長い  　れる。

　　列をつくるなど。）                              ＊犠牲者の数にもふれ，家族の悲しみ，生命

　・現地に行った体験など。                          　の尊さを考えさせる。

(2) 資料『震災後のある社説』を読んで話し合う。

　① eq \o\ad(震度７の地震とはどのような様子か，調べてみよ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊本文から作者が体験した震度７を読み取ら

　　う。　　　　　　　　　　　　  <考えてみよう①>  　せる。

　・全身をたたきつけられる衝撃。                    ＊(1)での生徒の発言を再度取り上げ，震度

　・ eq \o\ad(部屋じゅうが崩壊と散乱で出口が見つからなかっ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　７の破壊力と恐怖を実感させる。

　　た。

　・一階が完全につぶれていた。

　②父親が生きうめになったとわかったときの三木さん  ＊本文中の表現から，三木さん夫妻の気持ち

　　夫妻の気持ちについて話し合ってみよう。　　<②>  　を考えさせる。

　・おそろしさでよろめきそうになる。                ＊そのとき，肉親であれば生存の望みを絶対

　・何をどうしたらよいのかわからない。              　に捨てないことも押さえる。

　・だれに救いを求めたらよいのか，途方に暮れる。    ＊生徒に自分が被災者になったときのことを

　・何キロも離れた知り合いの大工さんの家へ走ってい  　想像させ，さらに三木さん夫妻の気持ちを

　　く。                                            　考えさせる。

                        ↓

　　自分で救出できないむなしさ，無力感，やりきれな

　　さ。

　③二日間，三木さんはどのような思いで過ごしたのだ  ＊救助活動をする人たちの気持ちも生徒に考

　　ろうか。 　　　　　　　　　　　　　　　　 <③>  　えさせる。

　・地区の消防分団の人からは手に負えないと言われ，  ＊どの被災者も三木さん夫妻と同じ思いであ

　　救助本部の人からは生きている可能性の高い人から  　ることを生徒に伝える。

　　すると言われ，やりきれない思いになる。

(3) 最後に，生命のたいせつさ，相手の気持ちを思うた

　いせつさを確認する。

13　日々の体験を味わう　（１－(5)　向上心）
主題のねらい
　自分の日常生活を見つめ直し，深く考え，自ら向上していこうとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 体験活動をしているときに感じたことについて話し

　合う。

　○自分の知っていたことと違うな，と体験していると  ＊学校の教育活動として取り組んだ体験の中

　　きに思ったことはないか。                        　から，自分の考えとの「違い」を感じたこ

　・福祉施設で，お年寄りは体の動きが思っていたより  　とを具体的に引き出す。

　　ゆっくりだということがわかった。

　・体験するまで道具の使い方がよくわからなかった。

(2) 資料『日々の体験を味わう』を読んで話し合う。

　①「百聞は一見にしかず」という言葉で始まる資料な  ＊「しかず（如かず）」とは，及ばない，劣

　　ので，その意味を考えながら読んでみよう。        　るという意味であることを，必要があれば

                                                    　補足する。

  ②「百聞は一見にしかず」の「聞」と「見」には，ど　＊見聞にも意味があるが，一面的な理解にな

　 のような違いがあるのだろう。　 <考えてみよう①>  　りやすいことを押さえる。

　・聞くことは実物がなくてもできる。

　・見るのは現場に行かないとできない。

　③「日々の体験を味わう」という場合の「体験」と，  ＊導入部分の意見や話し合いも参考にしなが

　　「聞」，「見」とは違いがあるのだろうか。あるとす  　 ら，じっくりと考え，話し合えるように時

　　れば，どのような違いだろうか。　　　　　<②>　　　間配分を考えておきたい。

　・体験の方がものの本質をつかめるといっている。    ＊体験の「験」は「ためす」ことであり，

　・見も聞も体の一部分の感覚しか使っていない。       「体」は自分自身の「身体」である。

　・体験は自分の体全体を使ってする活動だから，よく  
　　わかり，記憶にも残るということだろう。

　④日々の体験を「味わう」とはどのようなことを意味  ＊自分で意識して吟味するので，意義が自分

　　しているのだろう。　　　　　　　　　　　　<③>  　のものになるのである。

　・食べること，自分のものにすること。

　・吟味すること，確かめること。

　・食べ物を「味わう」というのは，味のよさを楽しむ  ＊「楽しむ」という意味が「味わう」という

　　ということだから，体験を楽しむということ。      　言い方に含まれることを押さえたい。

 (3)「日々の体験を味わう」ために必要なことはどんな  ＊各自の自覚を引き出す話し合いとなるよう

　ことだろう。                                      　留意する。

　・体験をしっかりすること。生活の充実。            ＊日々のありふれた平凡な生活にも目を向け

　・しっかり考えるようにすること。生活を振り返る。  　られるように考えさせたい。

　・自分の生活を確かめ，よいものを選ぶ。

(4) 日々の平穏な体験を，心でしっかり確かめて生活し  ＊日々の生活の中から，改めて意識して考え

　てみよう。                                        　取り組めることがないか，方向づける。

14　男と女　（２－(4)　異性についての理解）
主題のねらい
　話し合いを通して男女の違いを知り，よりよい協力・交際をするための判断力を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 自分が今もっている「男」と「女」のイメージはど  ＊現在のありのままに持っている「男」｢女｣

　んなものだろう。　　　　　　　  <考えてみよう①>  　のイメージを列挙する。この段階では，そ

　・男―たくましい，やさしい，強い，など。          　れぞれのイメージの持つ功罪については追

　・女―やさしい，おとなしい，かわいい，など。      　求せず，資料とねらいへの導入とする。

(2) 資料『男と女』を読んで話し合う。

  ①子ども時代の「男らしさ」「女らしさ」のイメージ  ＊子ども時代に，｢男だから」｢女だから」と

　　はどのようにしてもつようになるのだろうか。      　言われたりしたことを思い出させる。

　・男の子はこうだ。

 　　　　　　　　　　　→言われるままになる。

　・女の子はこうだ。

  ②思春期の自分に関する三つの像について，自分のこ  ＊ eq \o\ad(それぞれの像を生徒一人一人に考えさせ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　とを考えてみよう。　　　　　　　　　　　　<②>  　る。できるだけ記録させたい。

    「ありのままの自分像」

　　「理想の男性像・女性像」                        ＊たいていの生徒は，自分像のくい違いの感

　　「周囲から期待される自分像」                    　覚を持っていると考えられる。どの点にい

　・自分にもある。                                  　ちばん悩んでいるか，各自考えさせる。

　・期待されすぎて苦しい。

　・だれも本当の自分をわかってくれない。

  ③「男らしさ」「女らしさ」は，どのように考えてい  ＊既成の考え方の枠にとらわれず，男女が互

　　けばよいのだろうか。　　　　　　　　　　　<③>  　いにありのままを見つめ理解し，人間とし

　・違いを素直に認める。                            　て尊重し合って協力・交際していくことの

　・互いに生き生きとできるように考える。            　たいせつさを強調したい。

(3) 学習したことについて,自分の感想をノートに書く｡  ＊自分が抱いていたものの見方・考え方が揺

　授業の初めの時点と授業の終わりの時点とで，自分の  　さぶられ，修正や再構築を余儀なくさせら

　感想・意見に違いがあるかどうかに注意する。        　れることが，道徳性の発達にとって重要で

                                                    　ある。教師と生徒と，ともにそれを確認し

                                                    　たい。

                                                    ＊時間が不足する場合，授業は(2)―③まで

                                                    　とする。

15　孔子の言葉　（１－(3)　自主・自律）
主題のねらい
　自主的に考えるとともに自分の言動を振り返り，責任をもって誠実に生きようとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) はばかる，という言葉を知っているか。            ＊資料中の孔子の言葉の意味を理解させ，読

　・知らない，聞いたことも使うこともない。          　解を容易にすることで導入とする。生徒の

　・古めかしい感じのする言葉だ。                    　生活経験の導入でもよい。

　・控えるとか，遠慮するという意味ではないか。      ＊適宜指導者が補説し，言葉の意味を理解さ

　・気がねする，というときにも使う。                　せる。

(2)　資料『孔子の言葉』を読んで話し合う。           ＊孔子や儒教について簡単に説明する。

　①自分の判断に自信がもてないのはどんなときか，考  ＊自由に自分で，と思いながらも自分の判断

　　えてみよう。　　　　 　　　 　<考えてみよう①>  　に自信が持てないときの心理を経験に即し

　・判断を下すのに必要な知識が十分にないとき。      　て見つめさせ，それをのりこえる方途に関

　・状況が複雑で予想が立てにくいときに迷う。        　心が向かうように指導する。

　・決めなければならないことが重大なとき。          ＊自由と不安の関係が実感できるのが望まし

　・ほかの人々の考えと自分の考えとが違うとき。      　い。

　②過失に気づきながら改めないのは，もっと悪いとは  ＊自信があっても誤ることはある。

　　どういう意味だろう。                            ＊過ちやまちがいに気づいているか否かは，

　・気づきながら改めていないのは本心から反省してい  　内面のことで，本人以外にはわからないこ

　　ないから。                                      　とが多い。それゆえ，気づいていないこと

　・最初の過ちと，改めない過ちと二回過ちをおかして  　として，ごまかしたりかくしたりする心理

　　いることになると思う。                          　もはたらくのだが，それでは二重に過ちを

　・悪いと気づきながら改めないのは，悪いと知りなが  　おかしたことになり，意識的に不正をはた

　　ら悪事をはたらくのと同じことになるから。        　らいたことと変わりがない。

　③過ちやまちがいをごまかしたくなる気持ちについて  ＊人間は過ちを避けられない。しかし，誰も

　　話し合ってみよう。　　　　　　　　　　　　<②>  　好んで自分の失敗を公表したくはない気持

　・知られると，かっこうが悪いし恥ずかしい。        　ちもある。それを追究して，誠実に生きる

　・責任を追及されると困る。                        　には何が必要なのか，を考える次の発問へ

　・自分はよく過ちをおかす劣った人間だと思われるの  　とつなげたい。

　　がこわい。                                      ＊改めないのは，誤った自尊心からくるもの

　・周囲の人が冷たい目で見るようになる。            　であることに気づかせたい。

　④過ちを改めるために本当にたいせつなことはなんだ  ＊過ちやまちがいがあっても，修正しながら

　　ろう。整理してみよう。　　　　　　　　　　<③>  　生きようとする誠実さが人間にとってたい

　・自分のしたことは自分で改めるという責任感。      　せつな価値であることを自覚させたい。

　・恥ずかしさをのりこえる強い意志。

　・誠実に生きようとする意欲。

(3) 自分の生活を振り返り，「過ちを改めるにはばかる  ＊④で示されたことから自分に最も欠けてい

　ことのない生き方」をするために，自分自身で最も留  　るものは何かを考えさせ，責任感・誠実さ

　意すべきことを各自考える。                        　などに目を向けさせる。

16　ヒロシマ，一人からの出発　（４－(10) 世界平和,人類愛）
主題のねらい
　平和と幸福の追求は人権尊重の基本であることを理解させ，世界平和に貢献していく態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 現在の世界の動きについて知っていることを話し合

　う。

　○現在，世界は平和だといえるだろうか。世界の動き  ＊局地戦争が絶えないこと，国によっては，

　　について知っていることを話し合ってみよう。      　内紛が続いていることに目を向けさせる。

    　　　　　　　　　　　　 　　 <考えてみよう①>  ＊核兵器の開発が進められ，一触即発，地球

　・局地戦争が絶えない。                            　破壊の可能性のあることもとらえさせてお

　・同じ民族が血肉を争っている。                    　く。

　・核兵器の開発が進んでいる。

(2) 資料『ヒロシマ，一人からの出発』を読んで話し合

　う。

　①原爆が投下されたときの作者や周りの人たちの様子  ＊口では表現することのできないほどの，生

　　はどんなだっただろう。                          　死をさまよう生き地獄の中で苦しんだ悲惨

　・すさまじい生き地獄のありさまだった。            　な情景を思い浮かばせ，原爆のこわさを実

　②平和を守るいちばんの原点となるのはなんだろう。  　感として受け止めさせたい。

　・戦争をしないことである。                        ＊単に戦争をしないことのみが平和なのかの

　・人間の心の痛みがわかることである。              　問い返しが必要である。

　・人と人，心と心のふれあいである。                ＊作者の「人間として，そのうらみや苦しみ

　③作者がパールハーバーで体験したことは，どんなこ  　を乗りこえなければ……」や「人間の心の

　　とだったのだろう。　　　　　　　　　　　　<②>  　痛みのわかる」について論議を深め，平和

　・日本の受けた被害は，日本の加害行為によってもた  　の原点について考えさせる。

　　らされたと言われたことの驚き。                  ＊平和の原点について,作者の体験をもとに,

　・アメリカ人の「パールハーバーを忘れるな。」と言  　具体的に考えさせたい。

　　う気持ちの強く残っていることの驚き。            ＊「態度で示せば，必ずおたがいの気持ちは

　④作者は，平和な社会の建設のためには，どんなこと  　理解し合える」という作者の実感について

　　から始めなければならないと考えているのだろう。  　考えさせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  ＊「一人だけであっても，とにかくやり始め

　・平和のために，一人からでもよい行動を起こす。    　なければゼロです。……」について考えさ

(3) 平和な社会の建設のために，人間としてどうあれば  　せ，取り組みの意欲を高めさせる。

　よいのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　<④>  ＊身近な心構えや取り組みについて自由に発

　・平和な社会の建設に努力し,やり方などに工夫する｡ 　表させる。

　・一人一人できることから積み重ねていく。

(4) 資料を読んで強く心にきざまれたことを発表する。  ＊資料を読んで，いちばん印象づけられたこ

　 eq \o\ad(○いちばん強く心にきざまれたことを発表してみよ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　とを各人に発表させ，終わりとする。

    う。

17　明日へ出発　（１－(1)　望ましい生活習慣）
主題のねらい
　心身の健康の増進を図り，節度と調和のある生活を心がけることのたいせつさを自覚させる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) これまでに身につけていた望ましい生活習慣でくず
　れてしまっているものがないか，各自考える。        ＊お互いが自分の生活を見直すという視点で

  ・クラブ活動から引退して，ぶらぶらしていることが  　話し合いの場を持ってもよい。

　　多い。                                          ＊健康と生活との関係の深い例に注目させ，

　・朝の起床時間が遅くなってきている。              　ねらいへ方向づける。

(2) 資料『明日へ出発』を読んで話し合う。            ＊堀越さんの話と比較して，作者には目的に

　①これまでのマラソン大会で完走できなかった原因は  　向かって着実な準備をする心構えがとぼし

　　何か，考えてみよう。　　 　　 <考えてみよう①>  　いことを明らかにする。

　・マラソン大会に合った練習をしてこなかった。      ＊生徒が自らの経験に即して発言できると，

　・完走しようという気力や意欲もとぼしいのでは。    　より望ましい。

　・やはり体力がなかったのだろう。

　②早朝練習を始めたときの作者の考えや気持ちについ  ＊今年こそ完走したいという強い意欲ととも

　　て話し合ってみよう。　　　　　　　　　　　<②>  　に，友達の練習に全面的に依存する作者の

　・今年こそは完走できるようにがんばろう。          　性格についても考えをおよぼしたい。

　・努力しようとする前向きの姿勢が立派だ。

　・自分に合った練習計画を立てていない点が問題。

　③「こんなことをして何になる。」という気持ちはど  ＊困難に直面すると適当な口実で合理化し，

　　こからくるのだろう。                            　逃避したい心理が読み取れる。誰もがおち

　・疲労が大きく練習を休みたいためだ。              　いりがちな傾向として考えさせたい。

　・練習をサボる口実，逃げたいため。                ＊気持ちを取り直し，考えを改めた点に作者

　④練習を再開し，続けていく間に作者はどんなことを  　の前向きの姿勢を読み取りたい。

　　感じ取ったのだろう。　　　　　　　　　　　<③>  ＊規則正しい生活が食欲・睡眠など健康面に

　・早朝練習で体を動かす習慣が体調の維持に役立つこ  　も好影響をもたらすことを，資料を通して

　　とを実感した。                                  　追体験させたい。

　・規則正しい生活のたいせつさ。

　・朝の生活のしかたが，一日の生活を支配する。

　⑤一日一日が，積もり積もってわたしの人生になる，  ＊予想以上に苦しく，一時中断しながら，そ

　　とはどういうことだろう。　　　　　　　　　<④>  　れを乗り越えた結果，生活のリズムのたい

　・一日一日を充実させると人生も充実してくるし，そ  　せつさに気づいたのである。

　　の逆も言える。

　・日常の生活のひとこまひとこまがたいせつ。

(3) 各自が自分の日常生活を振り返り，節度と調和のと  ＊日々の生活の積み重ねがたいせつなことを

　れた生活とは何かを考える。                        　学習態度とも関連させて自覚させたい。人

                                                    　間としての望ましい生き方は，日常の生活

                                                    　習慣と関係が深いことを，中学３年生のこ

                                                    　の時期に再確認させたい。

18　法とわたしたちの権利・義務　（４－(1)　法やきまりの遵守)

主題のねらい
　法の精神および個人の権利と義務について考え，他人の権利を侵さず，義務を遂行する態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 自分が義務を果たさなかったために，迷惑をかけた

　経験を話し合う。                                  ＊人間として当然しなければならないことに

　○人に迷惑をかけたり，迷惑に思ったことはないか。  　目を向けさせ，義務不履行がいかに他人に

　・掃除をなまけて，みんなに迷惑をかけた。          　迷惑をかけるかを理解させ，問題意識を持

　・約束をすっぽかされて，腹が立った。              　たせたい。

(2) 資料『法とわたしたちの権利・義務』を読んで話し  ＊判決が厳しい理由と，法の持つ公衆の権利

　合う。                                            　 eq \o\ad(を守るという性格を関連づけて押さえた,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　①イギリスの治安官が万引きをした男に対してくだし  　い。

　　た判決には，どのような意味があるのだろうか。    ＊法律は，人間が人間のためにつくり出した

　　　　　　　　　　　　　　　　  <考えてみよう①>  　ものなので，一人一人が他人を尊重するこ

　・禁固３か月とは，厳しい。                        　とがたいせつである。

　・盗みには違いないので，罰せられて当然だ。        ＊①②の矛盾した点について話し合いを深め

　②気の毒な婦人に対する貸し金の取り立て訴訟の依頼  　させる。

　　を断った，リンカーンの言葉の奥には，どのような  ＊たとえ法律上，権利のあることでも，温か

　　考えがあるのだろうか。　　　　　　　　　　<②>  　 eq \o\ad(い配慮がたいせつであることに気づかせ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・法律は，ただ形だけを守ればよいものではない。    　て，人間には，悪いとわかっていてもして

　・たとえ，法律上権利のあることでも人間として慎ま  　しまう弱さのあることに共感させる。

　　なければならないことがある。

　③法は，わたしたちに対してどのような意味をもって  ＊社会生活では，法を守ることは互いの権利

　　いるのだろうか。また，個人の権利と義務の関係は  　を保障するための義務であることを理解さ

　　どう考えたらよいのだろう。　　　　　　　　<③>  　せる。

　・根本的な法の精神は，互いに一人一人の人間をたい  ＊法を形だけ守ればよいというものでなく，

　　せつにし合うことである。                        　互いに一人一人の人間をたいせつにし合う

　・法律は，われわれを束縛するものでなく，守ってく  　ことを忘れてはならない点を押さえる。

　　れるものである。

　・自分の権利を主張するためには，まず，他人の権利

　　を尊重し，義務を果たすことである。

　④法律と人間，権利と義務の関係をまとめてみよう。  ＊日常生活の中で，他人の権利を侵害してい

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<④>  　ながら気がついていない例を，文中以外で

　・権利の主張と義務の遂行は，表裏の関係にある。    　考えさせる。（団体行動における遅刻，友

　・法や規則は，一人一人の自由を守るためにあり，お  　人の悪口やうわさを言う，共同作業を自分

　　互いに守ろうとする気持ちがたいせつである。      　の都合でしないなど。）

(3) 教師の説話を聞く。                              ＊教師が適切な言葉でまとめるとよい。

19　ゆり子ちゃんのかさ　（２－(5)　謙虚，寛容）
主題のねらい
　他人の立場に立って行動することのたいせつさを理解させ，寛容の心をもった謙虚な態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 広い心について考える。                          ＊本時の場合，相手を受け入れ，学ぼうとす

　○相手が，自分にはない意見や考え方をもっていると  　る気持ちが，資料「ゆり子ちゃんのかさ」

　　き，あなたならどうするか。                      　の作者の心の中に，どのように高まってい

　・あくまでも自分の意見や考えを主張する。          　ったかが話題の中心である。それに向けて

　・相手の意見や考えに従う。                        　の焦点化を図りたい。

(2) 資料『ゆり子ちゃんのかさ』を読んで話し合う。

　①まだ病院の規則を知らない作者を利用して，病院に  ＊お母さんのとった行為の是非よりも，続く

　　むりやりとまりこんだゆり子ちゃんのお母さんの行  　②の発問で，母親と作者の感情のずれに気

　　いについてどう思うか。　　 　 <考えてみよう①>  　づかせる。そして，規則を知らない作者を

　・親として当然のことだ。                          　利用するというやり方を使ってまで，懸命

　・みんな守っているのだから、許されない。          　に願う親心を十分にとらえさせる。

　②お母さんにだきつかれたとき，作者はどんな気持ち  ＊ゆり子ちゃんが亡くなったとき，作者は子

　　だったのだろう。　　　　　　　　　        <②>  　 eq \o\ad(の死を悼む親心を十分に理解できず，ま,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・子どもの死を悲しむ心を理解してやらなくては。    　た，病院にとまりこんだことへのわだかま

　・周りの人たちが見ているから恥ずかしい。          　りもあったと考えられる。

　・一晩でもそばについていてあげられたんだから，い

　　いじゃないか。

　③ゆり子ちゃんの死を悲しむお母さんをだきしめてあ  ＊こういった考えをすることができるように

　　げられなかったと反省するのは，作者のどんな心か    なった作者こそ，人間として成長している

　　らだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　<③>    ことに気づかせる。また，ゆり子ちゃんの

　・自分自身が，患者やその家族の思いを受け入れよう  　母親との出会いが，作者の人間としての成

　　としなかったことに対する反省。                    長を促したことを押さえる。

　・どうしてあのとき，もっとお母さんの立場に立てな

　　かったのだろうという，申しわけなさ。

(3)  eq \o\ad(かさをたいせつ切に保管する作者の気持ちを考え,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊かさをたいせつに保管し，自分を戒めよう

　る。                                              　とする作者の行為は，他に学ぶことのたい

　○作者がゆり子ちゃんのかさを今もたいせつに保管し  　せつさを実感し，実践しようとしている姿

　　ているのは，どうしてだろうか。　　　　　　<④>  　である。また，他に学ぶことと，妥協や真

　・若いときの反省を忘れないように。                　似との違いも押さえたい。

　・他に学ぶ広い心のたいせつさを自分に言い聞かせる

　　ため。

(4) じぶんにもっていないものを他に学ぶことのたいせ  ＊本資料は，医師と患者の家族という関係の

　つさについて考える。                              　中での話であるが，友達同士の関係をはじ

　○友人との関係の中で，自分にはない相手のよさに気  　め，個性の尊重という視点からも考えさせ

　　づいたことはあるか？  それは，どういったことか  　たい。

　　考えてみよう。
20　マリア・ルース号事件　（４－(3)　正義，公正・公平）
主題のねらい
　人権を尊重し，公正・公平な態度で勇気をもって正義を貫こうとする意欲を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) マリア・ルース号事件の生じたころの時代背景につ  ＊長文なので，教師の補説は本文の理解に必

　いて，簡単に教師より説明する。                    　要な最小範囲にとどめたい。

　・開国して数年で，国際的地位が低かったこと。      ＊廃藩置県は明治４年，西南の役は明治10年

　・この事件は，わが国にとって初めての国際裁判で，  　など，国内情勢も多事であったことを知ら

　　大きな試練であったことなど。                    　せる。

(2) 資料『マリア・ルース号事件』を読んで話し合う。

　①いつ，どこで起こった，どんな事件なのか。        ＊まず，事件の概要を理解させ，同時に導入

　・明治５年に横浜港で起こった事件。                　での教師の補説をもとにして，日本の国内

　・マリア・ルース号の中国人船客が救いを求めたこと  　事情，国際的立場を押さえておく。

　　から，日本政府が裁判をした話である。

　② eq \o\ad(最初，日本政府が，船長に厳しい注意をするだけ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊上記の時代背景や日本の置かれた立場をふ

　　で，救いを求めた中国人船客を引きわたしたのはな  　まえながら，できればやっかいな問題は避

　　ぜか。　　　　　　　　　　　  <考えてみよう①>  　けて通りたいという考え，人道上見過ごす

　・日本はペルーと国交がなかったし，対等の交渉をす  　べきでないとする意見の対立が生じる契機

　　る力がなかったから。                            　となることを予測させたい。

　・やっかいな外交問題になったら困るから。

　③反対をおしきって裁判を行った，副島や大江たちの  ＊正義を口にすることは簡単だが，それを貫

　　気持ちを考えてみよう。　　　　　　　　　　<②>  　くには真の勇気がいる。ことに国際問題で

　・日本の港で起こった事件だから，日本で裁判するの  　あれば，日本の命運がかかる重大問題であ

　　は当然のことだ。                                　ることを押さえる。

　・中国人移民を救うのは人道上から当然のことで，こ      ペルーの抗議，諸外国の圧力に抗するに

　　れを見逃すのは正義に反する。                    　は最悪の事態も予想せねばならない。そこ

　④マリア・ルース号の裁判は，明治の日本にとってど  　に副島たちの苦悩がある。

　　んな意味をもつと思うか。　　　　　　　　　<③>  ＊マリア・ルース号事件は，日本にとって初

　・日本は小国だと思っていたのに，正義を貫いたのは  　の国際裁判であり，一大試練であった。そ

　　りっぱだ。                                      　れを正義・人道の筋を通したところに「明

　・ロシア皇帝も日本を支持したし，日本の国際的地位  　治のあけぼの」を見る思いがすることを感

　　が高くなった。                                  　じ取らせたい。

(3) この資料を通じて，学んだところを話し合う。      ＊生徒に身近な人種的偏見，人権問題，いじ

　○この資料で心をうたれたり，感動したりしたことは  　めなどについては，時間的余裕を考え，改

　　どんなことか。                                  　めて各自の問題として受けとめさせたい。

　・正義を愛し，勇気を持って裁判を行った。

21　ばあば　（３－(1)　生命の尊重）
主題のねらい
生命は互いに支え合っていることに気づき，生かされていることに感謝し，今ある生命を大切にして生きていこうとする心情を高める。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点

(1) 「天寿」という言葉の意味を考える。
○「天寿」という言葉を知っていますか？
・「天寿」を全うするという言葉を聞いたことがある。

 
(2) 資料「ばあば」を読んで話し合う。

①「ばあば」が毎日，廊下を往復してトレーニングを

していたのはどうしてでしょう。
・足腰が弱らないように自分なりに鍛えていた。

・動けなくなるとみんなに迷惑をかけるから，そうな

らないように努力していた。

②ばあばの一番思っていることとは何でしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>

・自分は，インフルエンザにかかって命を落とすこと

になっても，それが寿命だと受け入れようと思って

いたけれど，みんなに迷惑をかけると思ったから。

・ぼくの受験をひかえている家族に，できるだけ迷惑

をかけないようにしたかった。

③ぼくたちは，「ばあば」から何をもらっていたので

しょう。  　    　　　　　　 　　　　    <②>
・感謝して生きるという生き方を教えてくれた。

・最後まで自分にできることをして周りの役に立つこ

とは自分の生きる意欲になることを教えてくれた。

・自分に授かった生命は最後まで精一杯生きなければ

ならないことを「ばあば」の姿から学んだ。

・人は，存在していることそのものが，大きな支えに

なっていることを知った。

・人間が寿命を全うして生きる姿を見せてくれた。

(3) 共に生きることの意味について，みんなで考えてみ
ましょう。       　　　　　　　          　<③>
・支え，支えられ，それぞれが自分に与えられた生命

をしっかりと生きること。

・互いに思いやり，助け合って生きること。

・心の支えとなり，生きることに感謝しながら生きる。


(4) 今日の学習を振り返る。

○「天寿」という言葉の意味をもう一度考えてみまし

ょう。

22　試し合い　（２－(6)　感謝）
主題のねらい
多くの人々との関わりを契機に成長していることに気づき，それらに感謝しようとする心情を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 試合などで，はじめに「お願いします。」，終わっ

たら「ありがとうございました。」と言うのはなぜ?

〈考えてみよう①〉 

(2) 資料を読んで，話し合う。

①ムキになるのは，どうしてかっこ悪いと思ったのだ

ろう。

（補）何がかっこ悪いの

・負けそうだから。

・消化試合だから必死になる意味がないと思ったから。

・一生懸命やって負けるのはかっこ悪い。

②かっこいいとか悪いとか思わなかったのはなぜ。前

のときと何が違ったの。

・とにかく勝ちたい。

・負けたときのことは考えていない。

・諦めたくないと思った。

③監督の言った「相手に感謝ができないものは勝てな

い」とはどういうこと？  

・相手をなめていると勝てないから。

・試合をしてもらったから。

・相手がいないと試合ができないから。

・素直さが無いと強くなれないから。

④（補）「監督のおかげ」「相手のおかげ」というの

は何?

・自分の成長を感じることができた。

・相手や周りのことが見られるようになった。 

⑤「試し合い」とは，どういうことだと主人公は考え
たのだろう。　　　　　　　　　　　　　　〈②〉

（補）なぜ試合の後で「ありがとうございました」と

挨拶するの?

・自分の実力を試し合うということ。

・自分のこれまでの努力の成果を確かめるということ。

・練習で身についた力を試し合うということ。


(4) 教師の説話。

23　離見の見　（４－(9)　愛国心）
主題のねらい
　国家を愛し，発展に尽くすとともに，優れた伝統の継承と新しい文化の創造に役立とうとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 自分の国を意識した経験について話し合う。

　○自分たちの国のことを考えたことがあるか。どのよ  ＊日ごろは意識していないと思われるので，

　　うなときに考えたか。　　　　　<考えてみよう①>  　意識した経験をできるだけ多く語らせるこ

　・テレビでオリンピックをみているとき。            　とで展開に入っていきたい。

　・戦争の話を聞いたとき。                          ＊「日本という国についてどう思うか」など

　・社会の学習をしたとき。                          　の発問をすることで，生徒たちの意識を探

                                                    　っておくのも有効である。

(2) 資料『離見の見』を読んで話し合う。

　①せまい愛国心とは，どのような考えや態度をいうの  ＊せまい愛国心や民族主義が不幸な状況をつ

　　だろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　<②> 　 くりだした例を，ニュースや歴史の中から

　・自分の国の都合しか考えない。                    　あげてもよい。

　・ほかの国のことを低く評価する。

　②「離見」と「我見」とのちがいはどこにあるのだろ  ＊抽象的な言葉で難しく感じる生徒も多いの

　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>    で，補足して説明する。

　・我見＝自分の目で直接見ること。

　・離見＝我見を離れて，自分もふくめ，周り全体が見

　　　　　える立場から見ること。

　③「離見の見」で国を愛するとき，たいせつなことは
　　なんだろう。　　　　　　　　　　　　　　　<④>

　・世界全体を広く見通すような，客観的で冷静な目を

　　もち，自国を愛し，発展に尽くす。

　・自分の国のことばかり考えず，ほかの国のこともし

　　っかり考える。

　・自分の国の歴史や文化などを正しく評価する。

(3) 今日の感想を書く。                              ＊「自分の国，日本について，改めてどう思

                                                    　うか｡」「自分の国の長所・短所は何か｡」

                                                    　などの問いかけも有効である。

24　甲府勤番　（４－(3)　正義，公正・公平）
主題のねらい
　正義を重んじるとともに，協力し合って積極的に差別や偏見をなくしていこうとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 資料を読み，感じたことを発表する。              ＊平八の態度は，容易なことではないが，他

　○ eq \o\ad(「甲府勤番」を読んで印象に残ったところはどこ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　 人ごと，偉大な人物のことととらえず，だ

　　　か。                                          　れもが努力すべきことであると方向づけた

　・平八が江戸をあきらめ，村人の願いを上役に伝え，  　い。

　　村人を救おうとするところ。

　・小次郎が何も言えず，苦い表情でいるところ。

(2) 資料『甲府勤番』を読んで話し合う。

　①村を検分したとき，二人はどう思ったか。          ＊村人に対する二人の態度の違いを比較して

　・立ちすくみ，驚く（小次郎）。                    　とらえさせる。

　・うなり声を上げる（平八）。                      ＊二人とも村の惨状にびっくりしていること

　②小次郎が村人たちの願いを聞こうとしないのはなぜ  　を押さえる。

　　か。　　　　　　　　　　　 　 <考えてみよう①>  ＊事なかれ主義で，自分の都合(保身)ばかり

　・聞き入れることが困難なのは，これまでの成り行き  　考えていることに気づかせる。

　　でわかっている。                                ＊小次郎のような態度をとる人が多いのでは

　・上役の考えに反対すれば，江戸に帰れなくなる。    　ないか，ということも考えさせたい。

　③小次郎の村人たちに対する考え方に問題があるとす  ＊保身的な考え方や，上役にさからえないと

　　れば，それはどんな考え方か。　　　　　　　<②>  　思いこんでいるところに注目させる。

　・自分さえよければよいと考えている。

　・上役の判断には，反対できないと考えている。

　④平八が「おれには，もう江戸はない。」と言ってい  ＊封建社会で上役の意向に従わないと，時に

　　るが，それはどんな意味か。　　　　　　　　<③>  　は死(切腹)も覚悟しなければならなかった

　・江戸に帰りたい気持ちを捨てて，村人のために働く  　ことも押さえる。

　　ことを宣言している。                            ＊平八の行動に，他人を思いやる心や強い意

　・村の惨状を見捨てておけない，やむにやまれぬ気持  　志のあることを読み取りたい。

　　ちが読み取れる。                                ＊平八の行動の根底に，社会の不正を見過ご

　⑤小次郎がだまりこくって歩いている平八に近寄りが  　さず，みんなの幸せを願う気持ちのあるこ

　　たいものを感じたのはなぜか。  　　　　　　<④>  　とに気づかせる。

　・村の惨状をなんとかしなければ,という正義感から,  ＊エゴの克服には努力のいることを，平八の

　　わが身を捨てて，上役にかけ合ってみようとする平  　言動を通して押さえておきたい。

　　八の強い意志に圧倒されたから。                  ＊平八に従わざるをえなかったのは，小次郎

　・小次郎の中でねむっていた正義感が，平八の言葉で  　の心にも正義感があったからである。

　　よびさまされ，平八の人間としての偉大さを実感し

　　たから。

(3) だれもが幸せな社会にするためには，どうしたらよ  ＊他人の苦しみを排するために，できる限り

　いか考えてみよう。                                　の努力をすることがたいせつである。

25　和泉市の青少年赤十字　（４－(5)　公共の福祉）
主題のねらい
　奉仕の精神をもって，すすんで公共の福祉と社会の発展に努める態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1)　ボランタリーサービスについて考えてみよう。     ＊「災害」や「国際紛争」などという，大き

　○「他人を助けたい」という気持ちを，あなたはどん  　な事件が起こったときのことに目がいきが

　　なときに感じるか。                              　ちになるが，あえて指導を入れず生徒のイ

　・災害で困っている人を助けたい。                  　メージを引き出す。

　・戦争などの被害者を援助したい。

(2) 資料『和泉市の青少年赤十字』を読んで話し合う。

　①デュナンは，どういう思いで２つの提案をしたのだ  ＊赤十字が「目の前に倒れている人は，敵味

　　ろうか。                                        　方の区別なく助けたい」という人道的な思

  ・負傷した兵士を敵味方区別なく助けるため。        　いから設立されたことに触れる。

　・戦場でも安全に救護活動ができるようにするため。

　②赤十字は，どんな活動をしているのだろう。        ＊たった一人の思いが，世界の人たちの共感

　・戦争で負傷している人を助ける。                  　を得たことや，赤十字の活動内容が時代に

　・人間の苦痛を予防し軽減する。                    　そって変わってきていることを押さえる。

　③あなたが気づいたボランタリーサービスをあげてみ  ＊冒頭で出たような特別なことばかりではな

　　よう。　　　　　　　　　　　　<考えてみよう①>  　く，身近なところにあるボランタリーサー

　・ごみを拾う。                                    　ビスについて考えてみる。

　・車椅子の人などを助ける。

　④青少年赤十字の活動で，どんなことに興味をもった  ＊他の青少年赤十字の活動が，いつもの私た

　　か。                                            　ちの生活とどのようにつながっているかを

　・ボランタリーサービス                            　考えさせる。その中で，トレセンがそれら

　・健康安全プログラム                              　を凝縮して体験できる場として利用されて

　・国際交流                                        　いることを押さえたい。

　・トレーニングセンター（トレセン）

　⑤外国の仲間に日本のどんなことを紹介したいか，考  ＊日本のことを考えさせるとともに，「他人

　　えてみよう。　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　にかかわるときには自分についても知らな

　・自然の美しさ（四季の様子，富士山　など）。      　ければならない」ということにも触れ，自

　・文化について（折り紙，めんこ　など）            　分を知ることがたいせつだということを押

                                                    　さえたい。

(3) これから日常生活を，どういうふうに過ごしていけ  ＊特別なことではなく，日常的に行動できる

  ばいいかを考える。                                　ことや，考えていかなければならないこと

　○あなたなら，これからどんなことを始めたいか，話  　について，押さえておく。

　　し合ってみよう。　　　　　　　　　　　　　<③>

　・困っている人に声をかけていく。

　・気づいたことを，どんどんやっていく。

26　二人の三年間　（２－(3)　友情）
主題のねらい
　友達として，互いに相手の理解と敬愛に努め，励まし合う友情関係を育てようとする態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 友達のよさについて話し合う。                    ＊中学生になると，よき理解者としての友人

　・困ったときに相談にのってくれる。                　を求める一方，自己中心的になりやすい傾

　・話をしていると楽しい。                          　向がある。友情や信頼とは何かを考えさせ

　・お互いに，いろいろな面で刺激になり，プラスにな  　たい。

　　ることが多い。

(2) 資料『二人の三年間』を読んで話し合う。          ＊中学生の段階では，友達関係が表面的にな

　①資料から，味園君と作者の２人についてどんな感想  　ることも多い。自己または相手の内面にま

　　をもったか。                                    　で目を向けたり，性格の違いから相手を敬

　・お互いによい面をもっている。                    　愛したりする気持ちを失いがちになる点を

　・味園君は要領がよく，作者はまじめで要領が悪い。  　押さえたい。

　②学級委員長や野球部長の責任をまじめに果たそうと  ＊中学生の時期は，感情の行きちがい，相手

　　しない，味園君に対する「ぼく」のいかりをどう思  　 eq \o\ad(の言動などに左右されて，相手と共に語,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　うか。　　　　　　　　　　  　<考えてみよう①>  　り，共感し，励まし合うような友達関係を

　・味園君はいつも要領よくふるまっていて，自分の責  　忘れることがある。自分自身の内面を見つ

　　任を果たしていないので,作者の怒りも当然である｡ 　 め直し，人格をもった人間として，新たに

　・味園君に反発を感じていても，教えられる面もある  　相手を理解しようとする姿勢を育てること

　　ので，作者は心から怒っていない。                　がたいせつである。

　③音楽会のことで助けてもらったからといって，急に  ＊自分の友達との接し方と関連して，性格や

　　味園君に感謝する「ぼく」の気持ちをどう思うか。  　個性の違いがあっても，相手を容認しうる

            　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　寛容さがあったかについて，自問自答させ

　・前のこともあるが，助けてもらったから……。      　てみるのも，自分自身を振り返る意味で価

　・そんな簡単に自分の気持ちを変えられない。        　値がある。

　・作者もリーダーとして欠けていたものがあった。

　④ eq \o\ad(病気をおして郡市大会の応援にかけつけた味園君,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  ＊相手の行為や考え方に気づき，自分自身に

　　に，「ぼく」はどんなことを感じたか。　　　<③>  　欠けている面を見つめ直すことによって，

　・味園君という人間を誤解していたと反省した。      　お互いに成長し，高め合う友達関係になる

　・味園君に学ぶべき点があることに気づく。          　ことに気づかせたい。

　⑤味園君との３年間のつきあいの中で，「ぼく」はど  ＊友達関係のあり方は,表面的なものでなく,

　　んなことを学んできたのだろう。　　　　　　<④>  　相手の内面的なよさにまで目を向け，互い

  ・味園君との性格的なちがいから反発してきたが，相  　に人間的な成長を図っていくことが真の友

　　手を理解し，敬愛することを学んだ。              　情を育てることになるということを押さえ

　・お互いに励まし，助け合う友情の重みを知った。    　たい。

(3) 友情について，考えをノートにまとめる。          ＊意見交換し，互いに高め合っていく。

27　日本海の落日　（４－(8)　郷土愛）
主題のねらい
　生まれ育ったもののみがもつ郷土愛のたいせつさを理解させ，郷土の発展のために尽くそうとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) まず，自分たちの校区で自慢できる点，よい点，誇  ＊郷土から入ると発言が少なくなる可能性が

　りに思う点を話し合う。                            　あるので，校区のよい点を発言させ，校区

　・名所，旧跡，遺跡，祭，行事など。                　のよさを今一度確認させる。

　・人の気質

(2) 資料『日本海の落日』を読んで話し合う。

　①作者がいちばんいいと思う庄内平野の具体的な風景  ＊地理を学習済みなので，庄内平野の位置を

　　を資料から読み取る。                            　はっきりと生徒に確認させる｡そのうえで,

　・春から夏はおだやか。冬は怒号を繰り返す海。      　非常に自然環境に恵まれていることを想像

　・月山，羽黒山，鳥海山，最上川，赤川，日本海。    　させる。

　②よその土地に対する作者の感想を読み取る。

　・東京の風景はどこか物足りない。

　・信州は少し息苦しい感じ。

　③作者が，庄内がいちばんいいと思いながらも，気は
　　ずかしい気持ちを感じるのはなぜだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　  <考えてみよう①>

　・作者の郷土の風景は，よその土地から来た人たちに  ＊生まれ育った者だけが感じ取れるよさ，そ

　　とって，それほど賞美に値するものかどうか疑わし  　れが郷土というものであることを生徒に十

　　い。                                            　分理解させる。

                          ↓

　○それでもなお作者は，強い郷土愛をもっていること  ＊作者と同じくらいの郷土愛を，将来生徒た

　　を読み取る。                                    　ちがもてるだろうかと発問を投げかけ，そ

　・今読んでる小説への興味に，日本海の落日が打ち勝  　の必要性を考えさせ，(3）へとつなげる。

　　つ。

　④自分たちの郷土をよりよくするにはどうしたらよい  ＊今すぐにできることは何かを深く考えさせ

　　かを話し合ってみよう。　　　　　　　　　　<②>  　る。

　○今すぐにでもできることを考える。                                  ↓

　・地域の清掃活動を自分たちで計画実行する。        ＊ eq \o\ad(生徒たちが主体的に行動することによっ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・障害者・高齢者などに親切にし，弱者にやさしい郷  　 eq \o\ad(て，地域社会の一員としての自覚が生ま,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
    土とする。                                      　れ，郷土愛が培われることを理解させる。

(3) 自分たちの郷土でほこりに思う点について考えてみ
　よう。　　　　　　　　　                    <③>

　・(1) での発表のよいところを再確認したうえで，今

    回は郷土について話し合う。

28　心をみがく　（４－(5)　公共の福祉）
主題のねらい
　勤労の尊さを理解するとともに，すすんで公共のために取り組もうとする態度を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 自らすすんで行動したり，奉仕したりすることにつ

　いて話し合う。

　○「自分からすすんで行動したり奉仕したりする心が  ＊勤労奉仕をほとんどしない，あるいはした

　　 eq \o\ad(少ない。」と言われていることについてどう思う,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　 ことがない生徒や，経験をしている生徒も

　　か。　　　　　　 　　　　　　 <考えてみよう①>  　あろう。深入りして問いたださずに，生徒

　・得にならないことはあまりしたくない。            　たちの本当の姿を把握して授業を進めるよ

　・ときどき公園の掃除などをすることがある。        　うにしたい。

(2) 資料『心をみがく』を読んで話し合う。

　①作者が，生徒会役員として，ロシア人墓地清掃活動  ＊奉仕活動はよいことであるということがわ

　　を勝中生に広げていったのは，どんな考えや気持ち  　かっていても，本当に理解するには，実際

　　からだったのだろう。　　　　　　　　　　　<②>  　に行動してみることがたいせつである。そ

　・先輩の役員が築き上げてきたすばらしい活動だ。    　の実践体験をもとに，その輪が広げられて

　・勝中生の心を一つに結びつける活動だ。            　いったことについて考えさせるようにした

　・自分の心をみがくことになる。                    　い。

　②清掃活動をし終えたあと，晴れ晴れとした気持ちで  ＊奉仕活動をし終えたという充実感と，勤労

　　帰校できたのはどうしてだろう。　　　　　　<③>  　を通して墓地が見ちがえるように美しくな

　・墓地が美しくなり，すがすがしくなった。          　ったこととともに，自分の心までが清めら

　・墓地が美しくなるとともに，心まで洗われたような  　れたという感慨は，実践したものにしか味

　　気持ちになった。                                　わえないのだということに気づかせたい。

　・奉仕の仕事をし終えて，すっかり満足した。

　③作者は，清掃活動を通してどんなことを学んだのだ  ＊「なすことによって学ぶ」という言葉のあ

　　ろう。            　　　　　　　　　　　　<④>  　る通り，勤労奉仕の体験を通してこそ学べ

　・奉仕活動をしたあとのすがすがしい気持ち。        　ることである。今までの勤労奉仕の体験と

　・奉仕活動をすることは，心がみがかれ，心をみがく  　重ねて，各自どのようなことを学んでいる

　　ものである。                                    　か，発表させてみたい。

　・他人に対するやさしさの表現である。

(3) 勤労奉仕について話し合う。

　○勤労奉仕活動をすることについて，どう思うか話し  ＊奉仕活動をしたいと思う生徒も多いと思わ

　　合ってみよう。                                  　れるが，最近は活動の場も少なくなってい

　・これからやってみたい。                          　る。具体的に，しかも大げさに考えないで

　・どんなことをすればよいのかな。                  　身近にある活動内容について考えさせ，実

                                                    　践意欲をもたせる。

(4) 教師の体験談を聞く。                            ＊勤労奉仕をしたときの喜びの体験談を簡単

　○中学生のころ，勤労奉仕活動をしたときのことを話  　に話す。いい格好に生徒にうつらないよう

　　してみる。                                      　配慮する。

29　異文化の根っこ　（４－(10)　国際理解）
主題のねらい
　世界各地の国々の伝統的な文化や人々の生活を深く理解し，尊重しようとする態度を養う。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 異文化の一例に触れ，それぞれの地域での文化の違

　いを考える。

  ○「あなたが今食べたおいしいシチューに入っていた  ＊資料中にも出てくるガボンのシチューの事

　　肉が,サルの肉だったと聞いたらどう思いますか？｣ 　 例をあげて問うことで，明らかに日本とは

 　・気持ち悪い。                                   　違う食文化を想像的に体験させ，その後の

   ・食べたことを後悔する。                         　資料を通しての話し合いにスムーズに入る

   ・意外においしい。                               　きっかけとしたい。

(2) 資料『異文化の根っこ』を読んで話し合う。        ＊資料は教師が範読する。

　①作者が，外国の文化や生活習慣で理解しにくかった  ＊ eq \o\ad(日本での生活習慣や常識の範囲を軸（中,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　ものを整理してみよう。　　　　<考えてみよう①>  　心）にして資料中にあるできごとを想像さ

　・マサイの，肉，乳，血だけを食べる習慣。          　せ，自由に発言させながら，導入で述べた

  ・ガボンの，サルの肉の入ったシチュー。            　こととの関連をはかりたい。

  ・イスラム圏の，豚肉を食べない文化。

　②日本社会の文化や生活で，外国人に理解しにくいも  ＊①とは逆で，外国からみた日本文化や生活

　　のがあるだろうか，考えてみよう。       　 <②>  　習慣の違いを，普段の生活や既にもってい

  ・納豆等の発酵食品や刺身を箸で食べる。            　る知識等から少し離れた目で，改めて見つ

  ・家に上がる時に履き物を脱ぐなど。                　めさせたい。そのためには教師側からのき

　・「清めの塩」や，ひのえうま（暦）など。          　っかけを与える問いが必要になろう。

　③マサイの人々との生活で，作者が「そこまで考えて  ＊ eq \o\ad(「単に細菌がいっぱいで不潔である」と,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　ハッとした。」というが，どのようなことに気づい  　か，「野菜を食べればいい」とかでなく，

　　たのだろう。                              <③>  　その基盤にある，生きていくためにそうせ

  ・マサイの食文化は，単なる昔からの教えだけではな  　ざるをえない生活環境からできあがってき

　　く，その地独特の気候・風土が基盤になっているこ  　た考え方や習慣であることをとらえさせた

　　とに気づいた。                                  　いところである。教師の問い返しや対話的

   eq \o\ad(・牛の生き血を飲むのは，野蛮で未開だからではな,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　な活動を中心に行いたい。

　　く，そうしなければ生きていけない生活の知恵であ

　　ることに気づいた。

　④「なぜ」を考え続けてさわれるもの，とはどんなも  ＊資料中にあるアフリカの事例も含めて，他

　　のだろう。                                <④>  　の国の事例もいくつか用意し，広い視野で

　・自国と違った生活習慣や文化の基盤となっているも  　各国の文化や習慣等も押さえながら，「野
　　のやその根拠。                                  　蛮！」と切り捨ててしまってはもったいな
  ・与えられた環境の中でよりよく生きていくためであ  　いという一節を中心に考えさせたい。

　　るということ。

　・それらを納得して理解することが，真の国際理解の

　　ための第一歩であるということ。

(3) 今日の授業を振り返る。                          ＊文化や習慣が長年の間で築かれてきたゆえ

  ○授業内容を振り返り，「国際理解」をキーワードに  　んは，さまざまな理由があり，決して一面

　　してワークシートに感想を書いてみよう。          　的には考えられないということ等，地球規

                                                    　模の考え方を促したいところである。

30　象山の画　（２－(5)　謙虚，寛容）
主題のねらい
　いろいろなものの見方や考え方のあることを理解し，寛容の心で謙虚に他に学ぼうとする心情を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 同じもの（こと）に対する意見が異なったことがな

　いか，話し合う。

　○同じもの（こと）についての見方や意見が他の人と  ＊友達間の意見の相違，親子の間での見方の

　　異なった体験がないか，発表してみよう。          　違いなど，いろいろな場面での相違が出る

　　　　　　　　　　　　　　　　　<考えてみよう③>  　 eq \o\ad(とよい。相違が明確になるように留意す,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・サッカーの試合を見ていて，プレー中の反則につい  　る。

　　て意見が違ったことがある。

　・友達に対する評価で，自分の見方とは異なった意見

　　を聞いたことがある。

(2) 資料『 eq \o(\s\up 8(きさやま),象山)の画』を読んで話し合う。

　①作者は，投書が「傲慢だ」というのはどうしてだろ  ＊資料を読み込むために，必要な箇所で補足

　　う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<①>  　説明などを加えたい。また，２枚の絵も参

　・投書は｢万葉の歌とちがう｣と決めつけているから。 　 考にしながら要点を押さえられるようにし

　・描き直させよ，といっているから。                　たい。

　・自分の考えだけで，描いた人の考えや気持ちを考え  ＊「内覧」「匿名」「傲慢」などの語につい

　　ていないから。                                  　てもていねいに説明しておきたい。

　②各自が北斎の絵（挿絵）を見たときの感じと作者の  ＊「匿名というのも卑劣である」というの

　　資料についての説明とを結びつけて考えてみよう。  　は，異なった意見や反対意見を相手に直接

　・山の姿がそのとおり水面に映っていないのでおかし  　伝えずに，投書に頼ったり，第三者に伝え

　　いと感じた。                                    　たりする形の批判や反論がよくみられる現

　・説明がよくわからないが……。                    　代の風潮に対する見解が示されている，と

　・1枚の絵で，目と心の両方で楽しんでいるというこ  　 みることもできる。

　　とがわかるような気がする。                      ＊ eq \o\ad(北斎の「富嶽三十六景」の代表作である,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　・実物どおりに描くことにこだわると，人間の心の想  　「神奈川沖浪裏」などを利用して，画には

　　像力など必要でなくなる，ということではないか。  　部分的に誇張したり，実物にはないかき込

(3)「心の広さ」とは，どのようなことを言うのだろう。 　みなどによって，事実をこえた真実を伝え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　ようとする（心により的確に伝えようとす

　・他の人の立場を認められること。                  　る作為）手法のあることを知らせることも

　・ eq \o\ad(他の人の見方や考え方を理解しようとする心のこ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)  　考えられる。

　　と。                                            ＊「心の広さ」とは，寛容で，自分の思いだ

　・違った見方をしようという気持ちのあること。      　けでなく，他者の思いも受け入れるだけの

                                                    　気持ちの広さをいうのである。

(4) 資料で最後に「大事なのは，心の風景」といってい  ＊心の持ち方で，その人に見える風景が広が

　る。どのような意味かゆっくり自分で考えてほしい。  　ったり狭くなったりするという「まとめ」

　・事実の風景とは違う，ということはわかる。        　の話を用意することも有効だろう。

                                                    ＊「だまし絵」を終末に用意するのもよい。

31　足袋の季節　（３－(3)　生きる喜び）
主題のねらい
　人間には弱さや醜さがあることに気づかせ，人間として生きる喜びを見出そうとする意欲を高める。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 人間のもつよさ，すばらしさについて話し合う。

　○友人や身近な人の行動で，自分も見習いたいと感じ  ＊この時期の生徒は他人を批判的に見て，そ

　　たことはないか。                                　の心の裏にも気づくようになる。むしろ積

　・わたしだったら投げ出すのに，最後までがんばる。  　極的に人間性のもつよさ，すばらしさに注

　・やさしくて，いつも親身になって相談にのってくれ  　目させて導入としたい。

　　る。

(2) 資料『足袋の季節』を読んで話し合う。

　①「五十銭だったね。」と聞かれたとき，作者はどん  ＊貧しさの極限にあるとき，だれもがおちい

　　なことを思っただろうか。　 　 <考えてみよう①>  　りやすい人間の弱さ，醜さについて，自分

　・しめた，これで足袋が買えると思った。            　自身を反省しつつ共感させる。

　・貧しいおばあさんをだましてよいのかと思う。

　・どうせばれる。正直に言おう。

　②おばあさんからにげるようにして去ったあとの，作  ＊自分の弱さ，醜い行動に対して，だれしも

　　者の気持ちはどんなだったか。　　　　　　　<②>  　恥ずかしく思い，うしろめたさを感じる。

　・おばあさんは，ごまかしたことを知っている。出会  ＊良心の痛みこそ，人間のよさ，気高さへの

　　うのがこわいし，恥ずかしい。                    　基盤である。

　・なぜ，あのとき，正直に言わなかったのか。

　・わたしを励ますつもりで,わざと間違えたのだろう｡

　③おばあさんの死を知ったときの作者の気持ちはどん  ＊折にふれて良心の苦しみを味わっていたは

　　なだっただろうか。                              　ずの作者が，謝罪と感謝の思いを込めて訪

　・一人前の局員になって，お礼を言うため，わざわざ  　ねた気持ちに共感させる。

　　小樽まで出かけたのに残念だ。                    ＊おばあさんの死によって，その機会は永遠

　・おわびを言い，心から感謝のお礼を言いたかったの  　に去ってしまった。張りつめた気持ちが音

　　に。                                            　を立ててくずれていく様子を感じ取らせた

　・おばあさんに喜んでもらおうと思ったのに。        　い。

　④おばあさんがわたしにくれた心とは，どんな心だろ  ＊人を信じ愛する，温かい思いやりの心。

　　うか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  ＊人間のもつ弱さや醜さに打ち勝ち，人間と

　・温かい励ましの言葉と思いやり。                  　してたくましく誇りをもって生きようとす

　・二度と人をだますようなことはしたくない。        　る心について考えさせる。

　・これからは正直に生きていきたい。

(3) 作者のように弱い，醜い心はあっても，それを克服  ＊導入の発問と関連づけながら，人間のすば

　して強く生きた思い出はないか。                    　らしさを認め，人間として誇れるように，

　・過ちをおかしたとき，恥ずかしかったが正直に言っ  　誠実に温かい心で生きようと勇気づける。

　　た。

　・なまけて成績が悪かったが，がんばった。

32　不器用なさわやかさ　（４－(2)　公徳心，社会連帯）
主題のねらい
　社会連帯の精神をもって，だれもが安心して生活できる社会をつくろうとする意欲を育てる。

展 開 例　                                                                               

  学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 他の人の言動を誤解した経験について話し合う。    ＊善意からの言動を悪意からのものと誤解し

　○友達や家族を誤解したことはないか。なぜ誤解した  　ていた経験と，その逆のものとが考えられ

　　のだろう。話し合ってみよう。                    　るが，前者の経験を多く引き出すようにし

　 eq \o\ad(・親切な気持ちからの行動を，おせっかいだと思った。,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 　たい。

　・なぐさめてくれていたのに，気づかなかった。

(2) 資料『不器用なさわやかさ』を読んで話し合う。

　①「色黒で，シャツを羽織り，……仁王立ち」の渡辺  ＊渡辺さんの様子が誤解を生む可能性の高い

　　さんの様子を見て，みんなはどう思うか。          　ものであることを押さえる。ただ，それが

　・こわそう。　・おっかない感じがする。            　偏見の原因になることにも注意する。

　・近よりたくない。　・すぐどなりそう。

　②「ぼく」が渡辺さんを誤解していたのはどうしてだ  ＊渡辺さんの不器用さ，つまり，自分の真意

　　ろう。話し合ってみよう。　　　<考えてみよう①>  　を正しく伝えられない（状況に応じて行動

　・服装から，こわそうで意地悪する人だ，と思い込ん  　できる器用さがない）点に目を向けさせ

　　でいたから。                                    　る。それは，本人が「気恥かしさ」や「て

　・「通さねど！」という言い方や仁王立ちしている姿  　れかくし」のために意図的にふるまってい

　　から誤解した。                                  　るとも考えられる。また，その服装は仕事

　③渡辺さんのあいさつにはどんな思いが込められてい  　着で渡辺さんにとっては，あたりまえの姿

　　るのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　でもある。外見で判断して内面の心の様子

　・自分の所有地を通るのだから，あいさつぐらいしろ  　を読み取れない危険について気づくように

　　よ，という気持ちが込められている。              　したい。

　・今日もがんばれよ，という気持ち。

　④周りの人にとって「さわやかな」行動とはどんなも  ＊「さわやかさ」の意味を読み取れる必要が

　　のか。身近なところで気づいた例があればあげてみ 　  eq \o\ad(ある。利己的な言動にはさわやかさはな,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　い。また，ゆきすぎの「器用さ」にも，さ

　・毎朝，○○公園をそうじしている人たちがいる。    　わやかさは感じられないだろう。具体例を

　・クラブで，いつも後輩のめんどうを親切にみている  　考えることで，自分をおさえ，周りの人々

　　友達は，見ていて気持ちがいい。                  　のことを考えている人々のさわやかな姿に

　・自分のことだけ考えるのではなくて，周りの人のた  　気づき，自分もそれに近づき実践しようと

　　めになることを進んでしている時，「さわやか」だ  　いう気持ちが強くなるようにしたい。体験

　　と感じる。                                      　活動でそのような人に出会っている場合も

                                                    　あるだろう。

(3) 自分にとって，今すぐにできる「さわやかな行動」  ＊自分の不器用さを克服し，さわやかな心で

　がないか，自分の心の中で考えてほしい。            　毎日の生活を送ろうとする動機づけにした

  ・（係の仕事を進んでやる。）                      　い。

33　弟の死　（３－(1)　生命の尊重）
主題のねらい
　幼い弟の死を見つめた作者の心情にふれ，自他の生命を尊重しようとする心情を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 生命のたいせつさを感じた経験を話し合う。        ＊班ごとに短時間話し合わせ，数名に発表さ

　○生命のたいせつさを強く感じた思い出はないか。    　せる。生徒が生命の尊重を実感するのは，

　・父が入院したとき，不安で勉強できなかった。      　自分や家族が傷害をうけたり，病気をした

　・かわいがっていた犬が死んだとき。                　りしたときであろう。

(2) 資料『弟の死』を読んで話し合う。

　①幼い弟の死の原因は何だったか。                  ＊弟の死の原因や状況について,概観させる｡

　・百日ぜきという風邪にかかったから。

　・弟がじょうぶな子だったので，親も油断していた。

　・無医村のため，医者の診察が遅れた。              ＊状況が生き生きと活写されていて，容態の

　②弟の死を見守っている作者の気持ちはどんなだった  　 eq \o\ad(悪化を見守る作者の気持ちがよく出てい,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　だろうか。　　　　　　　　 　 <考えてみよう①>  　る。

　・弟よがんばれ，どうか助かりますように。          　できれば同様な体験を持つ生徒の発表を期

　・見ているのがこわい。目が虚空を見つめている。    　待したい。

　・弟は生きようとして，必死に死と戦っている。

　③弟が死んだときの母親の気持ちを考えてみよう。    ＊しっかりして冷静な母だが，夜半に死んだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　わが子を抱いて語りかけるところに，親の

　・かわいそうなことをした。あきらめきれない。      　真情が見える｡自分一人の生命でないこと,

　・わたしがしっかりしなければ……。取り乱してはな  　多くの人に支えられた生命であることを押

　　らない。                                        　さえたい。

　④作者は弟の死から，どんなことを思っただろう。    ＊紋切り型の答えが出るのはしかたないが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　生徒たちの体験を出し合い，作者の心境を

　・弟は，もう思い出の中にしかいない。              　追体験させたい。安易な自殺は，生命力へ

　・絶命するまで,生命はこんな凄絶な戦いをするのだ｡ 　 の恐れを知らない，天命に背く所業である

　　生きようとする生命の力はすごい。                　ことを確認させたい。

　・人間の生命とは尊いものだ。厳粛なものだ。

　⑤若者の生命軽視の風潮の原因は何か。              ＊生きることの喜び，生命の充実感の体験が

　・肉親の死に直面する場面が少なく，そのため生命の  　乏しいから安易に死を選ぶということにも

　　尊さを知らない。                                　ふれたい。

　・生命の厳粛さを知らないからだ。

(3) かけがえのない生命の尊さに気づくのは，どんなと  ＊班ごとに話し合い，各自の体験を発表する

　きだと思うか。　　　　　　　　　　　　　　　<④>  　ことによって，生命の尊さに気づかせる。

　・身近な人の死に出会ったとき。

　・苦しみにたえて何かをやりとげたときの喜び。

　・死者に対して家族の悲しむ様子を見たとき。

34　風景開眼　（３－(2)　自然愛，畏敬の念）
主題のねらい
　人間にとって欠かせない自然の美しさに感動し，自然の神秘を感じ取る豊かな心を養う。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点

(1) 自然に対して感動した経験を話し合う。

　○今までに，自然はすばらしいなとか，恐ろしいなと  ＊教師の体験談もまじえて，発表させる。

　　思ったようなことはないか。                      ＊林間学校や，自然教室などに出かけたとき

　・紅葉した山々はとても美しいと思った。            　のことなどを想起させて発表させる。

　・落雷によって家が焼かれたり，大木が真っ二つにさ

　　けたのを聞いたり見たりした。

(2) 資料『風景開眼』を読んで話し合う。

　①作者は，自然をどのように見つめ，どのようにとら  ＊四季折々の中で，自然はどのように生き，

　　えているか話し合ってみよう。                    　どのように変化しているのかについて，文

　　　　　　　　　　　　　　　 　 <考えてみよう①>  　面より具体的にとらえさせ，考えさせてい

　・自然の細かい変化について鋭い眼で観察している。  　く。

　・自然には厳しい面，やさしい面がある。            ＊弱々しいものが，運命にさからわないで耐

　・自然は一つのリズムをもって動いている。          　えている姿に感動している点を押さえさせ

　・自然はやさしさの中では伸び伸びと生き，厳しさの  　る。

　　中ではじっと耐えしのんでいる。

　②熊本城からのながめに，作者が涙が落ちそうになる  ＊戦争中，死を身近にはっきり意識したとき

　　ほど感動したのはなぜだろう。  　　　　　　<②>  　に，生の姿が強く心に映った，この感動を

　・もう二度と見ることがないだろうという，せっぱつ  　描き続ける作者。それ以来，作者はどのよ

　　まった気持ちでながめたから。                    　うに生きてきたのか，深く考えさせたい。

　・新鮮な気持ちでながめたから。

　・もう自分の命がないかもしれないので，見おさめに

　　なるかもしれないと思ったから。

　③作者は，人生の旅の中で，自然をどのように考えて  ＊自分は自然に生かされているのだという作

　　いるのだろうか。　　　　　　　　　　　　　<③>  　者の考え方について，作者の生きてきた経

　・自然は，自分の力ではどうにもすることのできない  　緯をもとにして考えさせる。

　　偉大な力をもっている。

　・自然は，自分を生かしている。

(3) 自然の前で，自分ではどうしようもないことについ  ＊人間の力では，どうしようもなかったよう

　て話し合う。                                      　なことはなかったか，話し合わせる。

　○人間の力ではどうにもならないことはないか。      ＊発表しにくいときは，教師の生きてきた中

　・地震で家がこわれる。                            　で経験したことをつけ加える。

　・雷に打たれて死んだ人もいる。

(4) 作者から学んだことをまとめる。                  ＊今後の自分について考えさせる。

35　若いみなさんへ　（１－(4)　理想の実現）
主題のねらい
　より高い目標をもち，最善を尽くし，悔いのない満足できる生き方をしようとする態度を育てる。

展 開 例

　学 習 活 動　主な発問と予想される生徒の反応（意識）               指 導 上 の 留 意 点
(1) 幸福な生活とはどんなことか話し合う。             eq \o\ad(＊個人の幸福や生活の安定を願うものが多,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　○どんなときに幸福だと感じるだろうか。            　い。しかし，自分のことを考えるだけで社

　・物質的に豊かなとき。                            　会は発展するだろうかと考えさせる。

　・家庭生活に満足しているとき。                    ＊自分の将来の生き方が，社会とのつながり

　・学校とか社会生活が充実しているとき。            　の中にあることを押さえたい。

　・自己の欲求が充足しているとき。

(2) 資料『若いみなさんへ』を読んで話し合う。

　①世の中の変化と自分たちの生き方について話し合っ  ＊世の中の変化は，どういうことによって起

　　てみよう。　　　　　　　　　  <考えてみよう①>  　こるのだろう。また，それが１人の人間に

　・自然現象は，一時の変化にすぎず，人間こそ世の中  　どうかかわっているのか考えさせたい。

　　を変えるものだ。

　・世の中の変化は，１人の人間の生き方とは関係がな  ＊人間の営みの積み重ねが，世の中を変化さ

　　い。                                            　せていく。この人間の中に自分が入ってい

　・世の中の変化に主体的に対応する。                　るということを自覚させたい。

　・豊かな心をもち，たくましく生きる。

　②現実的な生き方とは，どんなことか考えてみよう。  ＊世の中のすべての人が，自分のことだけを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<②>  　考える人であれば，世の中はどうなるだろ

　・好きな道ひとすじに生きる。                      　うか。また，果たして個人の生活もよくな

　・自分の生活の安定だけを考えている。              　っていくであろうか，と反省させたい。

　・何よりもまず，自分の損得勘定をしている。

　③人生におけるあなたの生きがいについて，話し合っ  ＊世の中をよい方へ変えていくことに貢献す

　　てみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　<③>  　る喜び―これが生きがいであることを理

　・目先の欲求や快楽を求めるだけでは，真の幸福に結  　解させる。

　　びつかない。                                    ＊近ごろの若い人は，生活の安定を優先的に

　・理性的な判断力をもって現実を見つめ，真理を追究  　考え，現実的・打算的な生き方が多くなっ

　　していく態度を身につけたい。                    　ている。しかし，努力することの中に生き

　・生きることについての目的や目標をもち，将来に希  　がいというものを感得させ，打算を超越し

　　望をもって生きることはたいせつなことだ。        　た生き方と，平凡な生き方の接点はどこに

　・理想を高くかかげ,仕事に社会的意義を感じながら,  　求めることができるか考えさせたい。

　　たゆまぬ努力をする姿は尊いものである

(3) この資料から，今後，みなさんが学ぶ点があるとす  ＊作者の人生観の押しつけでなく，作者の人

　れば，どういうところか考えてみよう。　　　　<④>  　生観に啓発されて，生徒それぞれの人生に

　・ともすれば，現実の重みに押しひしがれそうになる  　灯をともさせることが，本主題のねらいで

　　のが人生である。                                　あることを押さえる。

＊「天から授かった命」という辞書の意味を伝える。








＊自分にできることをして家族の役に立ちたいと思っている「ばあば」の思いを考えられるようにする。











＊「ばあば」が予防接種を受けようと考えたのは，「ばあば」にできる精一杯の協力であったことに気づかせたい。











＊「ばあば」が実際に家族のためにしてくれたことは，決して大きなものではない。しかし，「ばあば」の生きる姿そのものが，授かった生命を精一杯生き切る生き方，支え合いの大切さなど，多くのことをぼくや家族に教えてくれたことに気づかせたい。そして，生徒自身が，自分の生き方や周りの人たちとのつながりについて考えを広げることができるようにしたい。





＊人を支えるというのは，具体的に何かをしてあげることだけではない。ばあばとその家族の日々を振り返ることで，自分や周りの人々もまた，存在そのものが互いの支えになっていることにも気づかせたい。





＊自分に与えられた生命を精一杯生きようとする気持ちを温め合える話をして終わる。





＊試合のとき相手に対して，何をお願いし，何に感謝しているのか，生徒の持つ認識を引き出す。　





＊勝ち目がないと思ったときに投げやりになった主人公の気持ちに共感させる。


＊負けそうになったときに，諦めてしまうところに弱さがあることをおさえる。











＊相手や見ている人にどう思われるかを気にしているときはかっこ悪いと思ったが，試合に集中したときには周りの目は気にならなくなったことに気づかせる。





＊相手への感謝の気持ちは，謙虚さであり，自分の弱さをも認めることのできる素直さであるが，ここでは，答えが出なくとも課題意識を持たせるだけでも良い。





＊何が「○○のおかげなのか」を考えることで，それぞれの人の，何に感謝しているのかを気づかせる。





＊試合に負けた悔しさはばねになり，勝った喜びは糧になる。弱さは強くなる課題であり，きっかけになるからこそ，それを素直に受け入れる素直さと謙虚さが大切であることに気づかせたい。











＊試合などの教師の経験談。


＊スポーツ選手の逸話などの紹介。








